
◇◆ 受験の月 ◆◇
高校数学・物理・化学 総覧＋α

https://examist.jp/category/mathematics/

◇◆ 高校数学総覧 ◆◇

数学 I 数学A

数学 I　数と式（整式の計算・因数分解・実数） 数学 A　場合の数
数学 I　数と式（方程式と不等式） 数学 A　確率
数学 I　 2次関数（グラフと最大・最小） 数学 A　整数：不定方程式解法パターン
数学 I　 2次関数（2次方程式と 2次不等式） 数学 A　整数
数学 I　集合・命題・条件・論理・証明 数学 A　図形の性質 (平面図形と空間図形)

数学 I　データの分析
数学 I　三角比と図形の計量

数学 II 数学 B

数学 II　式と証明 数学 B　確率分布と統計的な推測
数学 II　複素数と方程式 数学 B　数列
数学 II　図形と方程式（直線） 数学 B　数列：漸化式 17パターンの解法とその応用
数学 II　図形と方程式（円） 数学 B　数列：数学的帰納法　最重要 6パターン
数学 II　図形と方程式（軌跡と領域）
数学 II　図形と方程式（順像法と逆像法）
数学 II　三角関数
数学 II　指数関数と対数関数
数学 II　整式の微分
数学 II　整式の積分
数学 II　多変数関数の最大・最小パターンと発想まとめ

数学 III 数学 C

数学 III　分数関数・無理関数・逆関数・合成関数 数学 C　平面ベクトルと平面図形
数学 III　数列の極限と関数の極限 数学 C　空間ベクトルと空間図形・空間の方程式
数学 III　微分法（基本計算パターン） 数学 C　 2次曲線（放物線・楕円・双曲線）
数学 III　微分法：頻出グラフ（陽関数表示） 数学 C　媒介変数表示・極座標・極方程式
数学 III　微分法：頻出グラフ（陰関数・媒介変数） 数学 C　複素数平面
数学 III　微分法の応用
数学 III　積分法（基本計算パターン）
数学 III　積分法（ランダム計算演習）
数学 III　積分法の応用（数式）
数学 III　積分法の応用（面積・体積・長さ）
数学 III　積分法の応用（有名図形）

その他

伝説の大学入試問題　｜　大学入学共通テスト数学の裏技と対策（旧センター試験）

大学入試 記述試験用答案作成テクニック　｜　基本事項まとめ（試験直前最終確認用）
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◇◆ 高校物理総覧 ◆◇

物理
物理　力学
物理　熱力学
物理　波動 (更新中)

物理　電磁気学 (未更新)

物理　原子物理学 (未更新)

◇◆ 高校化学総覧 ◆◇

理論化学

周期表とその歴史
理論化学（物質の構成）
理論化学（物質の状態）
理論化学（物質の反応：熱化学・反応速度・化学平衡・酸と塩基）
理論化学（物質の反応：酸化還元反応・電池・電気分解）

無機化学

無機化学（化学反応の原理）
無機化学（非金属元素）
無機化学（金属元素）

有機化学

有機化学（脂肪族化合物）
有機化学（芳香族化合物）

高分子化学

天然高分子化合物
合成高分子化合物
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伝説の大学入試問題（数学）　 ( https://examist.jp/category/legendexam/ )

1. 1979− 2022年　共通 1次 → センター試験 → 共通テスト　終わりなき難化の果てに完成した戦慄の集大成（難易度比較完全版）
2. 2022年　共通テスト数学 IA　既存の戦略完全崩壊で平均 38点!!!最上位層を駆逐した異次元難度の恐るべきカラクリ
3. 2021年　近畿大学 (医)　 PCR検査は正確？検査陽性のパラドックス
4. 2020年　横浜市立大学　無理数の無理数乗が有理数？驚異の両刀論法
5. 2019年　京都大学　対数表の誕生～後世のため自ら計算地獄に落ちた男達～
6. 2018年　東海大学 / 2020年 慶應義塾大学　伝説のバーゼル問題を瞬殺!!!

7. 2017年　慶應義塾大学　解答奉納！江戸の数学『和算』を謳歌する!!!

8. 2016年　東京医科歯科大学　完全数の出題が定められた宿命の年
9. 2016年　横浜市立大学　伝説が伝説を呼ぶ！正真正銘の 7倍角!!!

10. 2015年　センター数学 IIBエピローグ　元 SKE48菅なな子『アイドル受験戦記』 名古屋大合格への軌跡
11. 2015年　センター試験 数学 IIB　 7倍角！外トロコイド！極限！周期数列！平均 27点の真相
12. 2013年　大阪大学　先人達が歩んだ円周率の歴史を辿る～ルドルフの偉業～
13. 2013年　大阪大学　公式丸暗記に対する警告？②
14. 2013年　慶応義塾大学　慶応はナンプレ (数独)がお好き？
15. 2013年　センター試験 数学 IA　突かれた盲点！ 1ヶ所で 27点が奪われた！
16. 2012年　信州大学　愛の方程式に心を奪われた日
17. 2010年　大阪大学　次元が違う！オイラーの世界で二番目に美しい数式からポアンカレ予想まで
18. 2010年　センター試験 数学 IA　センターレベルを超えた高難度の問題 2連発がもたらした惨劇
19. 2009年　一橋大学　ハーディ・ラマヌジャンのタクシー数
20. 2008年　東京工業大学　 15年の時をまたいで難問再び！ 1行の記述で 30点満点の 10点？
21. 2006年　京都大学　最も短い入試問題
22. 2004年　慶應義塾大学　嘘つきは誰だ（論理パズル）
23. 2003年　東京大学 / 大阪大学　円周率を 3にしようとするゆとり教育への警告？
24. 2003年　日本女子大学　素数の謎を解き明かせ～オイラー・ガウス・リーマンの挑戦～
25. 2000年　静岡大学　静岡県が誇る世界遺産の大絶景を堪能！！！
26. 1999年　東京大学　公式丸暗記に対する重大警告！絶望の証明問題
27. 1998年　東京大学　大学入試史上 No.1の超難問～20年目の真実～
28. 1998年　信州大学　フェルマーの最終定理～数学者達の 350年間の戦い～
29. 1995年　京都大学　自分の点数を自分で決められる？
30. 1986年　秋田大学　何がでるかニャ？
31. 1979年　鳥取大学　浮気者 P君の末路
32. 1976年　早稲田大学　トランプの確率：正しいのは, 1

4
？ 10

49
？

〈 目次に戻る 〉

3

https://examist.jp/category/legendexam/


大学入学共通テスト数学の裏技と対策 (旧センター試験)　 ( https://examist.jp/category/mathematics/urawaza/ )

1. 大学入学共通テスト数学の特徴・目標・難易度・対策・最終確認ポイント
2. 裏技：2次関数の最大・最小は頂点と区間の端を調べよ！
3. 裏技：図やグラフを正確に描いて目分量で予想せよ！
4. 裏技：穴に入るのは全て整数であることを強烈に意識せよ！
5. 裏技：穴の形から答えを予想し, さらに逆算して特定せよ！
6. 大学入学共通テスト数学最強の数学的裏技： a

6
, a

12
, a

3
面積公式

7. 最凶の裏技：必要条件から攻める
8. 数学 IAの図形問題の最終奥義：座標平面の設定

　

大学入試 記述試験用答案作成テクニック　 ( https://examist.jp/category/mathematics/kijyutu-touan/ )

1. 記述数学の恐怖！？説明不足の答案が 0点にされても文句を言えない理由
2. 記述試験用答案作成の基本戦略と心構え
3. 記述試験の答案用紙には自分のすべてを書き残して採点官に見てもらえ！！！
4. 本番で動かすべきは頭ではなく手！難関大学受験生が見せる執念とその真の目的
5. 自分の思考を整理しつつ答案の体裁を整える方法
6. 複数の解法を並列して記述せよ！消しゴムはいらない子！
7. (1)に執着するな！必ず (2)以降にも着手せよ！
8. 試験終了直前に序盤での重大ミス発覚！時間がなければ修正能力をアピールせよ！
9. グラフの描き方を忘れても諦めるな！とっておきの最終手段がある！
10. 凡ミスの原因・対処法と入試における優先順位
11. 受験生が陥る『減点恐怖症』『答案殺し』の罠！白紙寸前の難問で最低でも書くべきコト。

〈 目次に戻る 〉
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高校数学　基本事項まとめ（試験直前最終確認用）　 ( https://examist.jp/category/mathematics/mathmatome/ )

1. 高校数学の勉強法（定期試験対策と外部模試・大学入試対策）
2. グラフや図形の正しい描き方と綺麗な円を描く裏技
3. 近似値 (平方根・円周率・常用対数・自然対数の底)のゴロ合わせ
4. 数学 I　数と式 (整式の計算・因数分解・実数) 基本事項まとめ
5. 数学 I　数と式 (方程式と不等式) 基本事項まとめ
6. 数学 I　集合と論理 基本事項まとめ
7. 数学 I　 2次関数 (グラフと最大・最小) 基本事項まとめ
8. 数学 I　 2次関数 (2次方程式と 2次不等式) 基本事項まとめ
9. 数学 I　三角比と図形の計量 基本事項まとめ
10. 数学 I　データの分析 基本事項まとめ
11. 数学 A　場合の数 基本事項まとめ
12. 数学 A　確率 基本事項まとめ
13. 数学 A　整数 (不定方程式) 基本事項まとめ
14. 数学 A　整数 (不定方程式以外) 基本事項まとめ
15. 数学 A　図形の性質 (平面図形と空間図形) 基本事項まとめ
16. 数学 II　式と証明 基本事項まとめ
17. 数学 II　複素数と方程式 基本事項まとめ
18. 数学 II　図形と方程式 (直線) 基本事項まとめ
19. 数学 II　図形と方程式 (円) 基本事項まとめ
20. 数学 II　図形と方程式 (軌跡と領域) 基本事項まとめ
21. 数学 II　三角関数 基本事項まとめ
22. 数学 II　指数関数と対数関数 基本事項まとめ
23. 数学 II　整式の微分 基本事項まとめ
24. 数学 II　整式の積分 基本事項まとめ
25. 数学 B　数列 基本事項まとめ
26. 数学 B　数列 (漸化式と数学的帰納法) 基本事項まとめ
27. 数学 B　確率分布と統計的な推測まとめ
28. 数学 III　分数関数・無理関数・逆関数・合成関数 基本事項まとめ
29. 数学 III　極限 基本事項まとめ
30. 数学 III　微分法 (計算) 基本事項まとめ
31. 数学 III　積分法 (計算) 基本事項まとめ
32. 数学 C　平面ベクトルと平面図形 基本事項まとめ
33. 数学 C　空間ベクトルと空間図形、空間の方程式 基本事項まとめ
34. 数学 C　 2次曲線 (放物線・楕円・双曲線) 基本事項まとめ
35. 数学 C　複素数平面 基本事項まとめ

〈 目次に戻る 〉
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数学 I　数と式（整式の計算・因数分解・実数）　 ( https://examist.jp/category/mathematics/expression/ )

1. 整式の降べきの順の整理と高校数学の正しい学習姿勢①
2. 整式の加法・減法・乗法、累乗・指数法則と高校数学の正しい学習姿勢②
3. 展開公式の利用
4. 展開の工夫①　共通部分の置き換え
5. 展開の工夫②　順序・組み合わせ
6. 2次 3項式 ax2 + bx+ cの因数分解（たすき掛け）
7. 因数分解公式と 3次式の因数分解①
8. 因数分解公式と 3次式の因数分解②　 a3 + b3 + c3 − 3abc

9. 因数分解の工夫　置き換え
10. 複数の文字を含む因数分解は最も次数が低い文字で整理せよ
11. 2元 2次 6項式 ax2 + bxy + cy2 + dx+ ey + f の因数分解
12. 複 2次式 (2乗の 2次式 ax4 + bx2 + c)の因数分解
13. 3変数対称式の因数分解
14. 3変数交代式の因数分解
15. 分数と循環小数の相互変換
16. 平方根の計算（分母の有理化）
17. 絶対値のはずし方の基本
18. 平方根の定義と 2乗の平方根

√
a2 の基本的な扱い

19. 2重根号のはずし方
20. 対称式の定義, 基本定理, 代表的な変形公式
21. 交代式の定義と性質, 対称式との関係
22. 2変数対称式・交代式の値（x2 + y2, x3 + y3, x2 − y2 など)

23. xと 1
x
の対称式・交代式の値

(
x2 + 1

x2 , x3 + 1
x3 , x2 − 1

x2 など
)

24. 3変数対称式の値（x2 + y2 + z2, x3 + y3 + z3 など）
25. 整数部分と小数部分

　

数学 I　数と式（方程式と不等式）　 ( https://examist.jp/category/mathematics/equation-inequality/ )

26. 不等式の基本性質と式の値の範囲
27. 1次不等式の基本
28. 連立 1次不等式と数直線の書き方
29. 絶対値付き方程式・不等式（瞬殺型①） x = a, x > a, x < a

30. 絶対値付き方程式・不等式（瞬殺型②） x = y , x > y

31. 絶対値付き方程式・不等式（一般型）の基本的解法と裏技的解法
32. 1次不等式の解の存在条件 2パターン
33. 1次不等式の整数解の個数
34. 文字係数の 1次方程式
35. 文字係数の 1次不等式
36. 文字係数の 2元連立 1次方程式
37. 3元連立 1次方程式（一般型と循環型）
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数学 I　 2次関数（グラフと最大・最小）　 ( https://examist.jp/category/mathematics/quadratic-function1/ )

1. 関数の定義と値, 定義域・値域と最大・最小
2. 値域から 1次関数の係数決定
3. 絶対値付き 1次関数のグラフ
4. グラフを利用する絶対値付き 1次不等式
5. 絶対値付き 1次方程式の解の個数
6. ガウス記号とグラフ (y = [x]など)

7. 平方完成 a(x− p)2 + q の基本手順と意義
8. 2次関数 y = ax2 + bx+ cのグラフ
9. 2次関数のグラフの平行移動の原理（x→x− p, y→ y − q で (p, q)平行移動できる理由）
10. 2次関数のグラフの対称移動の原理（x軸, y 軸, 原点）
11. 2次関数の最大・最小の基本
12. 文字を含む 2次関数の最小値の最大値
13. 2次関数の最大値・最小値から係数決定
14. 文字を含む 2次関数の最大・最小①　区間固定で関数の軸が動く　（高校数学最重要問題）
15. 文字を含む 2次関数の最大・最小②　関数固定で区間の一端が動く
16. 文字を含む 2次関数の最大・最小③　関数固定で区間が一定幅で動く
17. 4次関数の最大・最小（置換型）
18. 条件付き 2変数関数の最大・最小
19. 独立 2変数 2次式の最大・最小
20. 2つの 2次関数の大小関係 4パターン（「すべて」と「ある」）

〈 目次に戻る 〉
　

数学 I　 2次関数（2次方程式と 2次不等式）　 ( https://examist.jp/category/mathematics/quadratic-function2/ )

21. 2次方程式の解法（基本 3パターン）, 解の公式の証明
22. 様々な 2次方程式の解法（分数, 小数, 根号, 置換、絶対値）
23. 文字係数の 2次方程式
24. 2次方程式の実数解の個数（判別式）
25. 2次方程式の解から係数決定（解と係数の関係）
26. 2元 2次連立方程式 3パターン
27. 2つの 2次方程式の共通解 3パターン
28. 2次関数と x軸の位置関係, 共有点の個数（判別式 D）
29. 2次関数のグラフ y = ax2 + bx+ cの係数の符号
30. 2次関数が x軸から切り取る線分の長さ
31. 2次関数と直線の位置関係と判別式 D

32. 2次関数の決定（基本形・一般形・分解形）
33. 基本的な 2次不等式の解法
34. 絶対値付き 2次不等式の解法
35. 文字係数の 2次不等式の解法
36. 2次不等式の整数解の個数
37. 2次不等式の解から係数決定
38. すべての実数に対して成り立つ 2次不等式（絶対不等式）
39. ある区間で常に成り立つ 2次不等式
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40. 2次方程式の解の存在範囲 (解の配置)の基本：「判別式」「軸の位置」「区間の端の y 座標の正負」に着目せよ！
41. 2次方程式の解の存在範囲　 f(p)f(q) < 0の利用
42. 2次方程式の解の存在範囲　高難度の最終形態
43. 絶対値付き 2次方程式の解の個数
44. 条件付き 2変数関数の最大・最小（実数解条件利用）
45. 関数の値域（実数解条件利用）

　

数学 I　集合・命題・条件・論理・証明　 ( https://examist.jp/category/mathematics/class/ )

1. 集合の要素, 集合の包含関係, 集合の表現
2. 2つの集合の共通部分と和集合, 補集合, ド・モルガンの法則（ベン図）
3. 3つの集合の共通部分, 和集合, 補集合, 結合法則と分配法則, ド・モルガンの法則の拡張（ベン図）
4. 不等式で表される実数の集合の共通部分, 和集合, 補集合（数直線の利用）
5. 無限集合の包含関係 A ⊂ B の証明
6. 無限集合の相等 A = B の証明
7. 命題の真偽, 条件, 仮定と結論, 反例の探し方, 代表的な反例
8. 命題の真偽と集合の包含関係（数直線・領域の利用）
9. 条件の否定とド・モルガンの法則, 「すべて」「ある」の否定
10. 代表的な同値変形 8パターンとその証明（高校数学最重要事項）
11. 超頻出！同値変形演習 12題
12. 必要条件と十分条件の確実な判定方法
13. 命題 p =⇒ q の逆・裏・対偶
14. 対偶を利用した整数や実数の性質の証明
15. 必要条件と十分条件の問題演習①（実数の性質）
16. 必要条件と十分条件の問題演習②（絶対値絡み）
17. 必要条件と十分条件の問題演習③（3変数等式や図形など）
18. 必要条件と十分条件の問題演習④（整数の性質）
19. 共通要素から集合の要素の決定
20. 背理法（無理数であることの証明）, 有理数と無理数の等式 a+ b

√
k = 0

　

数学 I　データの分析　 ( https://examist.jp/category/mathematics/data/ )

1. 度数分布表とヒストグラム
2. 代表値①　平均値と仮平均法
3. 代表値②　中央値 (メジアン)と最頻値 (モード)

4. 5数要約 (四分位数)と箱ひげ図
5. 分散 s2 と標準偏差 s, 分散の別公式
6. 2つのデータを合わせたデータの分散
7. 共分散 sxy, 散布図と相関係数 rxy の関係一覧
8. 変数変換による平均値・分散・標準偏差・共分散・相関係数の変化
9. 変数変換と標準化, 偏差値
10. 変数変換 u = x+ y と分散の大小比較
11. 最小二乗法と回帰直線
12. 仮説検定と反復試行の確率
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数学 I　三角比と図形の計量　 ( https://examist.jp/category/mathematics/trigonometric-ratio/ )

1. 直角三角形を用いた三角比 (sin θ, cos θ, tan θ)の定義とその理由, 30◦, 45◦, 60◦ の三角比
2. 三角比による測量, 仰角と俯角
3. 単位円を用いた三角比 (sin θ, cos θ, tan θ)の定義とその理由, 0◦～ 180◦ の三角比
4. 三角比 (sin θ, cos θ, tan θ)の相互関係 4式の証明と利用
5. sin θ と cos θ, tan θ と 1

tan θ
の対称式・交代式の値

6. 余角 90◦ − θ の公式と補角 180◦ − θ の公式の証明と強力な覚え方, 三角比の等式の証明
(
sin A+B

2
= cos C

2
など

)
7. 15◦, 75◦, 22.5◦, 67.5◦ の三角比の値の図形的な求め方
8. sin 18◦ と cos 36◦ の値（正五角形を利用した図形的解法）
9. 基本的な三角方程式（sin θ = k, cos θ = k, tan θ = k）
10. 基本的な三角不等式（sin θ > k, cos θ > k, tan θ > k）
11. 三角比の 2次方程式 2パターン
12. 三角比の 2次不等式
13. 直線の傾きと tan θ, 2直線のなす角
14. 解けない三角方程式から三角比の値
15. 三角比の 2次関数の最大・最小
16. 係数が三角比の 2次方程式の解の存在範囲
17. 正弦定理（円周角の定理と三角比の融合）の証明と利用
18. 第 2余弦定理 (三平方の定理の一般化)と第 1余弦定理の証明と利用
19. 三角形を解く（三角形の 6要素の決定）
20. 正弦定理 (比例式)と余弦定理
21. 三角形の鋭角・直角・鈍角条件, 三角形の成立条件 3パターン
22. 三角比の等式を満たす三角形の形状決定
23. 三角比による三角形の面積の公式 S = 1

2
bc sinA の証明と利用

24. 三角形の面積のヘロンの公式 S =
√
s(s− a)(s− b)(s− c)の証明と利用

25. 正十二角形の周長と面積, 多角形の求積の原則
26. 三角形の外接円の半径、内接円の半径と面積の関係 S = 1

2
r(a+ b+ c)

27. 三角形の頂角の二等分線の長さ：基本 2パターン, 裏技公式 x =
√
ab− cd とその証明

28. 中線定理 (パップスの定理)とスチュワートの定理の三角比による証明
29. 対角線の長さとなす角で表された四角形の面積公式 S = 1

2
pq sin θ (裏技)の証明, 対角線の長さの和が一定である四角形の面積の

最大
30. 円に内接する四角形の対角線の長さと面積
31. 円に内接する四角形の面積ブラーマグプタの公式の証明と円に内接しない四角形の面積ブレートシュナイダーの公式 (裏技)

32. トレミー (プトレマイオス)の定理 (裏技)の三角比による証明と幾何的証明, 記述試験で無断使用できる？
33. トレミーの定理 (裏技)の応用 6種（円に内接する四角形の対角線の長さなど）
34. 円に内接する四角形の計量：基本と裏技のまとめ（トレミーの定理, ブラーマグプタの公式他）
35. 直角三角錐 (3直角四面体)の底面積と高さ, 裏技「四平方の定理」
36. 2直角四面体の体積, 直線と平面の垂直条件
37. 正四面体の計量：表面積・2面のなす角・高さ・体積・内接球の半径・外接球の半径と立方体への埋め込み
38. 3辺の長さが等しい (三脚型)四面体の体積
39. 対称面をもつ四面体の体積
40. 立体 (正四面体・直円錐)表面上の最短経路
41. 等面四面体の体積と直方体への埋め込みと存在証明
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数学A　場合の数　 ( https://examist.jp/category/mathematics/baainokazu/ )

1. 集合の要素の個数（個数定理）
2. 集合の要素の個数の最大・最小
3. 場合の数の数え方, 和の法則と積の法則
4. 補集合の利用「～でない」「少なくとも～」, 3つのサイコロの目の積が偶数・4の倍数
5. 硬貨で支払える金額の場合の数（両替）
6. 硬貨で支払う方法の場合の数
7. 順列の基本（積の法則, nPr, 階乗）
8. 異なる数字の順列 (奇数・偶数・3の倍数・4の倍数)とその和
9. 辞書式に並べる順列
10. 重複順列 nr, 部分集合の個数, 部屋割り
11. 隣接する順列と隣接しない順列
12. 連続条件のある重複順列
13. 組合せの基本と順列との関係, 二項係数 nCr の等式の証明
14. 同じものを含む順列 n!

p!q !r !
, 2種類の数字からなる自然数の個数

15. 同じものを含む順列の応用（隣接する・隣接しない）
16. 一部の順序が指定された順列
17. 最短経路の総数 (平面), 同じものを含む順列の応用 (連続, 変化の回数)

18. 最短経路の総数 (空間)

19. 常に y ≦ xを満たす最短経路の総数とカタラン数 Cn

20. 異なるものの円順列とじゅず順列
21. 同じものを含む円順列とじゅず順列
22. 平面の色の塗り分けと順列
23. 正四角錐, 正三角柱, 正四面体の色の塗り分け
24. サイコロと立方体の色の塗り分け
25. 正八面体の色の塗り分けと立方体との双対性
26. 重複組合せの基本, 展開式の項の種類
27. 方程式 x+ y + z = nの整数解の組数
28. 大小関係が決められた数字の順列（差の条件がある数字の選び方）
29. 組分け問題全パターン
30. 自然数を自然数の和に分割する方法の総数
31. 点・直線・三角形・四角形・対角線の個数（基本）
32. 正多角形内の三角形の個数（二等辺三角形・正三角形・直角三角形・鈍角三角形・鋭角三角形他）
33. 場合の数の漸化式（文字 n個の列の総数）
34. 完全順列 (攪乱順列)の漸化式, 確率とその極限, 包除原理

〈 目次に戻る 〉
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数学A　確率　 ( https://examist.jp/category/mathematics/probability/ )

1. 確率の超基本（定義、場合の数との違い、「同様に確からしい」とは）
2. 確率の極意（何が同様に確からしいか 3パターン）（最重要）
3. 2次方程式の解の条件と確率
4. 確率の加法定理 (排反)

5. 円順列の確率
6. 隣り合う・隣り合わない確率（和事象 A ∪B の確率）
7. 余事象の確率
8. 独立試行の確率（独立試行の乗法定理）
9. 反復試行の確率（基本） nCrp

r(1− p)n−r

10. 反復試行の確率（先に k 回勝つ, 先に k 回連続して勝つ）
11. 反復試行の確率（n回以内に k 回勝つ）
12. 反復試行の確率（先に k 勝リード）
13. 反復試行による直線上の点の移動（ランダムウォーク）
14. 反復試行による正多角形上の点の移動
15. 最短経路の確率
16. 確率の一般項 Pn の最大値・最小値
17. 反復試行の確率の極限と自然対数の底 e

18. 条件付き確率 PA(B)と確率の乗法定理
19. 条件付き確率の有名問題演習（原因の確率, 検査陽性のパラドックス）
20. くじ引きの確率と公平性
21. 両面色付きカードの確率
22. 事象の独立と従属　 P (A ∩B) = P (A)P (B)

23. サイコロの出る目の種類の確率
24. サイコロの出る目の積の確率, 「少なくとも～」かつ「少なくとも～」の確率
25. 最大値と最小値の確率
26. 期待値 E(X)の基本
27. 期待値による損得判定と公平分配
28. 和の期待値と積の期待値の公式
29. 個数の期待値（和の期待値の公式の利用）
30. 反復試行と期待値（二項分布）
31. 最大値と最小値の期待値
32. 初めて起こるまでの回数の期待値
33. n人のじゃんけんの確率と期待値
34. n回のじゃんけんで勝者が決まる確率
35. リーグ戦の確率
36. トーナメント戦の場合の数と確率
37. 巴戦の確率
38. 確率漸化式の基本（2状態）
39. 確率漸化式（2状態+途中で終了）
40. 確率漸化式（対等性・対称性のある 3状態）
41. 確率漸化式（偶数回と奇数回で場合分け）
42. ポリアの壷（確率漸化式・個数の期待値）
43. 隣接 3項間確率漸化式（ちょうど nになる, 連続する・しない)

44. ギャンブラーの破産問題（破産の確率）
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数学A　整数：不定方程式解法パターン　 ( https://examist.jp/category/mathematics/futeihouteisiki/ )

1. 不定方程式の発想①：不等式による絞り込み
2. 不定方程式の発想②：素因数分解の利用　 (x2 − y2 = k 型など)

3. axy + bx+ cy + d = 0型の不定方程式
4.

√
f(x)が整数となる条件, f(x)が平方数となる条件

5. ax2 + bxy + cy2 + dx+ ey + f = 0型の不定方程式
6. 対称式の不定方程式 x+ y + z = xyz と単位分数型の不定方程式
7. 対称式と単位分数型の不定不等式

(
1
x

+ 1
y

+ 1
z
の最大

)
8. 分数式 f(x)

g(x)
が整数となる条件

9. 2次方程式の整数解（全ての解が整数の場合と少なくとも 1つの解が整数の場合）
10. 3次方程式が整数解をもつ条件
11. 基本的な ax+ by = c型の不定方程式（ aX = bY 型の不定方程式）
12. x3± y3 = k 型の不定方程式
13. 指数関数を含む不定方程式（カタラン予想 xm − yn = 1）
14. 素数の性質を利用する不定方程式

　

数学A　整数　 ( https://examist.jp/category/mathematics/integer/ )

15. 自然数の分類と素因数分解の一意性
16. 約数と倍数 整数問題の極意
17. 約数の個数と総和、約数の対称性と総積、平方数であることの証明
18. 3と 9, 4と 8, 6と 12, 7と 11と 13の倍数 (余り)の判定法
19. 素数の判定法, エラトステネスのふるい, 1000以下の素数の個数
20. 階乗の素因数の個数, 階乗の末尾に連続して並ぶ 0の個数（ルジャンドルの公式）
21. 最大公約数と最小公倍数の定義
22. 最大公約数 g と最小公倍数 lの関係と数式表現
23. 素数の定義と素数が無限に多く存在することの証明
24. 素数の性質とその利用
25. 互いに素な自然数の性質とその証明
26. 互いに素な自然数の個数（オイラー関数）
27. 整数の除法, 除法の原理 a = qb+ r (0 ≦ r < b)

28. 合同式の定義と性質　 a ≡ b (mod m)

29. 余りが一致する条件 2乗しても下 2桁が変わらない自然数
30. 累乗数の余りと下位桁の数を求める 3つの方法
31. 剰余類と連続整数の積による倍数の証明
32. 剰余類と素数の分布, 三つ子素数もどきが 1組しかないことの証明
33. 平方剰余と原始ピタゴラス数の倍数に関する性質の証明（背理法）
34. 原始ピタゴラス数の生成公式とその証明
35. 円周上の有理点とピタゴラス数, 既約分数の和が整数となる条件
36. 互除法の原理と証明, ユークリッドの互除法, 既約分数であることの証明
37. ax+ by = c型 1次不定方程式（ユークリッドの互除法の利用）
38. ax+ by = c型 1次不定方程式（合同式を利用する裏技）
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39. 中国剰余定理と百五減算
40. 1次不定方程式 ax+ by = cの整数解の存在条件, 格子点と直線の最短距離
41. ax+ by の形で表せる整数と ax+ by = N の解の構造
42. 整数係数方程式の整数解・有理数解に関する定理の証明
43. 有限小数と循環小数, 既約分数が有限小数となるための条件
44. 記数法の変換 (整数)（n進法→ 10進法, 10進法→n進法）
45. 記数法の変換 (有限小数・循環小数)（n進法→ 10進法, 10進法→n進法）
46. n進数の四則演算
47. n進数の桁数と n進法で k 桁の自然数の個数
48. n進数の各位の数の決定（n進法で abc, m進法で cbaとなる自然数）
49. n進法の順序（n種類の数字で表された自然数列）
50. 2進法・3進法と分銅問題
51. pq, p2q の形で表される完全数と不定方程式
52. 完全数・メルセンヌ素数・フェルマー素数に関連する定理の証明
53. 整数からなる数列の漸化式（倍数条件・互いに素の証明）
54. すべての整数 nに対して f(n) = an2 + bn+ cが整数となる条件（整数値多項式）
55. 二項係数 pCk の素因数とフェルマーの小定理 np−1 ≡ 1 (mod p)の証明
56. 二項係数の偶奇性とシェルピンスキーのギャスケット
57. 部屋割り論法（鳩ノ巣原理）
58. レピュニット数 111…1の性質とその証明
59. 無限降下法による不定方程式の解が存在しないことと

√
2が無理数であることの証明

60. 直線・放物線上の格子点と有理点の存在性
61. 格子点を頂点とする三角形と平行四辺形の性質
62. ガウス記号 [x]の定義と性質, 整数部分と小数部分
63. ガウス記号 [x]の方程式と不等式
64. ガウス記号の応用①　エルミートの恒等式 [x] +

[
x+ 1

n

]
+ · · ·+

[
x+ n− 1

n

]
= [nx]の証明

65. ガウス記号の応用②　レイリーの定理の証明
66. ガウス記号の応用③　 [f(n)]の異なる整数の個数
67. 正則連分数展開とユークリッドの互除法
68. 漸化式を利用した正則連分数の性質の証明, ディリクレのディオファントス近似定理
69. (a±

√
b )n の共役性と漸化式

70. ペル方程式 x2 −Dy2 = ± 1の性質と正則連分数展開
71. ペル方程式 x2 −Dy2 = ± 1の解の構造

〈 目次に戻る 〉
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数学A　図形の性質 (平面図形と空間図形)　 ( https://examist.jp/category/mathematics/plane-figure/ )

1. 線分の内分点と外分点の図示
2. 三角形の内角・外角の二等分線と辺の比の関係とその証明
3. 三角形の面積比（等高, 等底, 等角）
4. チェバの定理とその逆の証明
5. メネラウスの定理とその逆の証明
6. チェバの定理とメネラウスの定理の基本問題演習
7. 三角形の五心①　三角形の重心とその存在証明
8. 三角形の五心②　三角形の内心とその存在証明
9. 三角形の五心③　三角形の外心とその存在証明
10. 三角形の五心④　三角形の垂心とその存在証明
11. 三角形の五心⑤　三角形の傍心とその存在証明
12. 重心・内心・外心・垂心のうち 2つが一致する三角形は正三角形であることの証明
13. 三角形の重心・外心・垂心の位置関係 (オイラー線)の幾何的証明
14. 円に内接する四角形と円に外接する四角形の性質の証明
15. 円と接線に関する 3定理（垂直, 接線の長さ, 接弦定理）
16. 三角形の頂点から内接円との接点までの長さ
17. 方べきの定理 3パターンの証明と三角形の相似
18. 2つの円の位置関係 5パターン
19. 2つの円の共通外接線と共通内接線の長さ
20. 共円条件（4点が同一円周上にある条件）　 [円周角の定理の逆, 四角形が円に内接する条件, 方べきの定理の逆]

21. 鋭角三角形の垂心が垂足三角形の内心であることの証明
22. 正五角形の性質（三角形の相似、黄金比、等脚台形、ひし形）
23. 空間における平面と直線の基本事項
24. 直線と平面の垂直, 三垂線の定理の証明
25. 正多面体の性質とオイラーの多面体定理

〈 目次に戻る 〉
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数学 II　式と証明　 ( https://examist.jp/category/mathematics/expression-proof/ )

1. 整式の割り算と整式の決定
2. 分数式の乗法と除法
3. 分数式の加法と減法（基本）
4. 分数式の加法と減法（分子の次数下げ）
5. 分数式の加法と減法（部分分数分解）
6. 繁分数式 (分数の分数)の計算
7. 二項定理 (a+ b)n の展開式, 整式の係数の和
8. 多項定理 (a+ b+ c)n の展開式の係数
9. 二項展開式の係数の最大値・最小値
10. 二項係数 nCr の和の等式の証明（二項定理の利用）
11. 二項係数 nCr の等式とパスカルの三角形
12. 二項定理の応用（累乗数の余りと下位桁）
13. 恒等式の未定係数の決定 (x− aで展開), 整式の一致の定理
14. 整式の割り算と恒等式
15. 完全平方式, 2つの文字の恒等式
16. 部分分数分解と恒等式
17. 整式の関数方程式
18. 恒等式 A = B の証明　ラグランジュの恒等式
19. 条件付き等式の証明
20. 「少なくとも～」と「すべての～」の証明
21. 比例式 a

b
= c

d
と等式の証明

22. 比例式と同次分数式の値
23. 不等式 A > B の証明とその拡張
24. 2次の不等式 a2 + b2 + c2 ≧ ab+ bc+ ca の証明とその拡張
25. 根号を含む不等式の証明
26. 絶対値を含む不等式の証明
27. 三角不等式 x − y ≦ x+ y ≦ x + y の証明とその応用
28. チェビシェフの和の不等式の証明とその応用
29. 相加平均と相乗平均の大小関係の最大最小問題への応用, 落とし穴と限界
30. 相加平均と相乗平均の関係を利用する最大・最小問題パターン演習
31. (2乗平均) ≧ (相加平均) ≧ (相乗平均) ≧ (調和平均)の証明
32. n変数の相加平均と相乗平均の関係の証明（特殊な数学的帰納法）
33. コーシー・シュワルツの不等式の証明　 (a2 + b2)(x2 + y2) ≧ (ax+ by)2

34. コーシー・シュワルツの不等式を利用する証明問題と最大・最小問題
35. ムーアヘッドの不等式, レムスの不等式, オイラーの不等式
36. 大小比較, 無理数の有理数による近似

〈 目次に戻る 〉
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数学 II　複素数と方程式　 ( https://examist.jp/category/mathematics/complex-equation/ )

1. 数の世界の探求, 虚数と複素数の定義
2. 複素数の四則計算
3. 複素数の相等条件（虚数係数の方程式）
4. 2乗・3乗して虚数になる複素数
5. 実数係数 2次方程式の解の判別
6. 虚数係数 2次方程式における解の公式/判別式/解と係数の関係の利用
7. 高次式の値（方程式を利用した次数下げ）
8. 2次方程式の解と係数の関係（2解の対称式・交代式の値）
9. 2次方程式の 2つの解から係数決定 (解と係数の関係の利用)

10. 2数の和と積から 2次方程式の作成（解の変換）
11. 対称式の連立方程式　対称性を崩さずに求めよ！
12. 2式が互いに対称な連立方程式　和と差で組み直せ！
13. 2次式と複 2次式の複素数の範囲での因数分解
14. 2元 2次式が 1次式の積に因数分解できるための条件
15. 2次方程式の解の存在範囲（解と係数の関係の利用）
16. 組立除法による整式の割り算
17. 剰余定理（整式を 1次式で割ったときの余り）と因数定理
18. 整式を 2次以上の式で割ったときの余り
19. 整式を (x− a)n で割ったときの余り：因数分解公式・二項定理・微分の利用
20. 様々な高次方程式の解法（因数定理の利用）
21. 相反方程式（係数が左右対称である方程式）
22. 1の 3乗根 (虚数立方根)ω の性質, x2 + x+ 1で割ったときの余り
23. 実数係数方程式が共役複素数解をもつことの証明
24. 3次方程式の解と係数の関係, 3解の対称式の値
25. 3つの解から 3次方程式の作成（3変数対称式の連立方程式）
26. 3次方程式の解から係数決定：解と係数の関係を利用せよ！
27. 文字係数 3次方程式が 2重解, 異なる 3実数解をもつ条件
28. 3次方程式の代数的解法（3次方程式の解の公式, カルダノの方法）
29. 4次方程式の代数的解法（フェラーリの解法, デカルトの解法）
30. 4次方程式の実数解の個数①　複 2次式
31. 4次方程式の実数解の個数②　 2次式の積

〈 目次に戻る 〉
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数学 II　図形と方程式（直線）　 ( https://examist.jp/category/mathematics/figure-line/ )

1. 座標平面上の 2点間の距離、外心の座標、三角形の 3頂点からの距離の 2乗の和の最小
2. 直線の傾きによる 2点間の距離の公式（放物線の弦の長さ）
3. 三角形の形状（正三角形・二等辺三角形・直角三角形）
4. 内分点・外分点・三角形の重心の座標, 点に関する対称点
5. 平行四辺形の頂点の座標
6. 直線の方程式（基本形・一般形・切片形）
7. 直線の平行条件・垂直条件・一致条件とその証明
8. 共線条件（3点が一直線上にある条件）と共点条件（3直線が 1点で交わる条件）, 共線と共点の関係
9. 3直線が三角形を作らない条件
10. 定点を通る直線, 2直線の交点を通る直線（直線束）
11. 垂直二等分線の方程式, 直線に関して対称な点, 直線に関して対称な直線
12. 折れ線の長さの最小値
13. 点と直線の距離の公式とその証明
14. 座標平面上の三角形の面積の公式
15. 三角形の面積を 2等分する直線の方程式
16. 放物線と直線の最短距離, 放物線上の点と直線上の 2点でできる三角形の面積の最小
17. 放物線上の 3点でできる直角三角形の面積の最小
18. 放物線上に直線に関して対称な 2点が存在する条件
19. 中線定理の 5通りの証明（図形を扱う 5分野の解法比較）

　

数学 II　図形と方程式（円）　 ( https://examist.jp/category/mathematics/figure-circle/ )

20. 円の方程式の基本形と一般形, 座標軸と接する円
21. 三角形の外接円の方程式
22. 方程式 x2 + y2 + lx+my + n = 0 の表す図形
23. 円と直線の位置関係
24. 円周上の点と直線の最長距離と最短距離
25. 円の弦の長さ
26. 円の中心と弦が作る三角形の面積の最大
27. 円周上の点における接線の方程式 x1x+ y1y = r2 とその証明
28. 円外の点から引いた接線の方程式
29. 円と放物線の位置関係
30. 2つの円の位置関係, 直交する 2円
31. 2つの円の共通接線の方程式
32. 定点を通る円, 2円の交点を通る直線と円（円束）
33. 円に関する極と極線（共役定理）

〈 目次に戻る 〉
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数学 II　図形と方程式（軌跡と領域）　 ( https://examist.jp/category/mathematics/locus-area/ )

34. 軌跡の基本（アポロニウスの円と垂直二等分線の方程式）
35. 角の二等分線の方程式（軌跡の利用）
36. 2定点から見込む角が一定である点の軌跡
37. 連動点の軌跡（1点が円周上を動くときの三角形の重心の軌跡）
38. 媒介変数型の軌跡（放物線の頂点の軌跡）
39. 中点の軌跡①　放物線の弦の中点の軌跡
40. 中点の軌跡②　円の弦の中点の軌跡
41. 不等式の表す領域（基本）
42. AB > 0, AB < 0型の不等式の表す領域
43. 絶対値付き不等式 x+ y ≦ a, x + y ≦ a の表す領域
44. 正領域と負領域, 直線と線分が交わる条件
45. 放物線と線分が交わる条件
46. 三角形の内接円の方程式
47. 2変数不等式の命題と領域
48. 連立不等式と 2変数関数の最大・最小（線形計画法）
49. 連立不等式と 2変数関数 ax+ y の最大・最小

　

数学 II　図形と方程式（順像法と逆像法）　 ( https://examist.jp/category/mathematics/inverse-image/ )

50. 順像法と逆像法の基本
51. 分数関数の値域
52. 実数解のとりうる値の範囲
53. 等式条件つき 2変数関数の最大・最小（図示不可）
54. 2直線の交点の軌跡
55. 直線の通過領域
56. 線分の通過領域
57. 座標平面上の図形の変換
58. 反転（円に関する鏡像変換）

〈 目次に戻る 〉
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数学 II　三角関数　 ( https://examist.jp/category/mathematics/trigonometric/ )

1. 一般角と弧度法、扇形の弧長 l = rθ と面積 S = 1
2
r2θ

2. 弧度法と三角関数の値
3. 三角関数の相互関係と還元公式（負角の公式・補角の公式・余角の公式）
4. sin θ と cos θ, tan θ と 1

tan θ
の対称式・交代式の値

5. sin θ と cos θ を解にもつ 2次方程式, sin θ と cos θ の連立方程式
6. 三角関数の 3大要素 (振幅・周期・位相)とグラフの図示
7. 三角関数の加法定理の証明と応用
8. 正接 (tan)の加法定理に関する有名問題演習
9. 2直線のなす角と正接 (tan)の加法定理
10. 2定点を見込む角の最大（レギオモンタヌスの問題）
11. 三角関数の 2倍角の公式・半角の公式の証明と応用
12. 三角関数の媒介変数表示 (有理関数表示)　 t = tan θ

2
13. 三角関数の 3倍角の公式の証明とゴロ合わせ
14. 三角関数の積和・和積の公式の証明
15. 三角形における三角関数の等式の証明（和積の公式を利用）
16. 三角関数の sin型合成 a sin θ + b cos θ = r sin(θ + α) と cos型合成
17. 三角方程式・不等式①（基本型）
18. 三角方程式・不等式②（三角関数の相互関係による関数の統一）
19. 三角方程式・不等式③（2倍角・3倍角・半角の公式による角の統一）
20. 三角方程式・不等式④（三角関数の合成）
21. 三角方程式・不等式⑤（三角関数の和積の公式）
22. 連立三角方程式（三角関数の相互関係, 合成, 加法定理の利用）
23. 三角方程式・不等式の図形的解法（座標変換・グラフの利用）
24. sinA = sinB, cosA = cosB, tanA = tanB, sinA = cosB 型の三角方程式
25. 三角不等式の表す領域
26. cos 36◦ と sin 18◦ の値（三角方程式を用いた代数的解法）
27. 三角関数の最大・最小①（関数の統一・角の統一）
28. 三角関数の最大・最小②（合成）
29. 三角関数の最大・最小③（sin θ と cos θ の対称式）
30. 三角関数の最大・最小④（2次同次式）
31. 三角関数の最大・最小⑤（分数型）
32. 文字を含む三角関数の最大・最小, 三角関数の絶対不等式
33. 三角方程式の解の存在条件
34. 三角方程式の解の個数（置換型）
35. 三角関数の三角形への応用①　正三角形の頂点と外接円上の点との距離の和・積の最大値
36. 三角関数の三角形への応用②　 3辺の長さの和と積のとりうる値の範囲
37. 三角関数の三角形への応用③　 3つの角の sinと cosの和と積の最大
38. 三角関数の三角形への応用④　オイラーの不等式 R ≧ 2r の証明
39. チェビシェフの多項式①　存在性と一意性, 関連性質　 cosnθ = Tn(cos θ)

40. チェビシェフの多項式②　方程式 Tn(x) = 0の解と cosの値
41. チェビシェフの多項式③　ミニマックス原理
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数学 II　指数関数と対数関数　 ( https://examist.jp/category/mathematics/exp-log/ )

1. 指数法則と指数の拡張, 累乗根の定義と性質
2. 指数法則と累乗根の計算
3. anr と a−nr の対称式・交代式の値
4. 指数関数 y = ax のグラフ
5. 累乗と累乗根の大小比較
6. 対数の定義, 対数の性質・底の変換公式・裏技公式の証明
7. 対数 loga M の値, 対数の定義の別表現　 aloga M = M

8. 底の変換公式と対数の性質による対数の基本計算
9. 累乗の等式条件 ax = by = cz がある式の値（対数に変換）
10. 対数関数 y = loga xのグラフ
11. 対数の大小比較
12. 指数方程式
13. 指数不等式
14. 指数関数の最大と最小（置換型・相加相乗型・対称型）
15. 置換型指数方程式が実数解をもつ条件
16. 対数方程式 2パターン
17. 対数不等式 2パターン
18. 対数関数の最大と最小 5パターン（置換型・相加相乗型など）
19. 対数不等式が表す領域
20. 対数 loga bが無理数であることの証明
21. 対数 loga bの近似値求め方（評価の方法）
22. 常用対数の利用①　累乗の桁数と一の位の数字と最高位の数字
23. 常用対数の利用②　小数首位とその数字
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数学 II　整式の微分　 ( https://examist.jp/category/mathematics/differential/ )

1. 極限値の計算, 極限値から関数の係数決定
2. 平均変化率, 微分係数 f ′(a)の定義と図形的意味, 微分係数の定義を利用する極限
3. 導関数の定義と微分公式
4. 整式を (x− a)2 で割ったときの余り, 整式が (x− a)2 で割り切れるための必要十分条件
5. 整式の導関数の関数方程式
6. 接線の方程式と法線の方程式
7. 2曲線の共通接線の方程式①：接点が異なる
8. 2曲線の共通接線の方程式②：接点が等しい（2曲線が接する条件）
9. 2曲線が直交する条件
10. 放物線の直交する 2本の接線の交点の軌跡（放物線の準線）
11. 放物線の接線・法線に関して対称な直線が通る定点（放物線の焦点）
12. 関数の増減と極値の定義（基本事項まとめ）
13. 増減表の作成と関数の増減・極値・グラフの図示
14. 3次関数のグラフの分類（f ′(x)のグラフと f(x)のグラフの関係）
15. 3次関数のグラフの図示
16. 3次関数が極値をもつ条件・もたない条件
17. 3次関数の極値から係数決定
18. 方程式を用いた高次式の次数下げによる極値の求め方（xの値が汚いときの極値）
19. 3次関数の対称性に関する裏技的知識
20. 3次関数の接線が再び 3次関数と交わる点の座標を求める 4手法 (裏技含む)

21. 3次関数のグラフが変曲点に関して対称であることの証明（3次関数のグラフの点対称性）
22. 3次関数の極大値と極小値の和：解と係数の関係の利用と変曲点の利用 (裏技)

23. 3次関数の極大値と極小値の差：解と係数の関係の利用と 1
6
公式を用いた超絶技巧 (裏技)

24. 文字を含む 3次関数の最大・最小①　区間固定型
25. 文字を含む 3次関数の最大・最小②　関数固定で区間の一端が動く型
26. 文字を含む 3次関数の最大・最小③　関数固定で区間が一定幅で動く型
27. 最大値・最小値から 3次関数の係数決定
28. 指数関数の最大・最小（微分利用）
29. 対数関数の最大・最小（微分利用）
30. 三角関数の最大・最小（微分利用）
31. 条件つき 2変数・3変数対称式の最大・最小（微分利用）
32. 球に内接する直円錐の体積・側面積の最大値
33. 3次方程式の実数解の個数①と解の存在範囲：定数分離型
34. 3次方程式の実数解の個数②：極値の積の利用
35. 3次関数に引ける接線の本数①　基本と裏技
36. 3次関数に引ける接線の本数②　領域の図示
37. 3次関数の 2本の接線が直交する条件
38. 微分を利用する不等式の証明
39. 不等式が常に成り立つ条件（微分利用）
40. 4次関数のグラフの図示
41. 4次関数が極大値をもつ条件
42. 4次関数の二重接線の方程式
43. cos 20◦ を解にもつ 3次方程式 8x3 − 6x− 1 = 0
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数学 II　整式の積分　 ( https://examist.jp/category/mathematics/integral/ )

1. 不定積分の計算・性質・公式　
∫

(ax+ b)n dx

2. 接線の傾き (導関数)から関数の決定
3. 定積分の計算と性質, 偶関数・奇関数の定積分
4. 積分方程式①（定数型）, 連立積分方程式
5. 定積分を含む漸化式で定義された関数列
6. 積分方程式②（変数型）　 d

dx

∫
f(t) dt = f(x)の利用

7.

∫
(x− α)m(x− β)n dxの計算技巧と 1

6
, 1

12
, 1

30
公式

8. 2曲線間の面積と定積分
9. 2次関数と直線の間の面積と裏技 a

6
公式①

10. 2つの 2次関数の間の面積と裏技 a
6
公式②

11. x3 の係数が等しい 2つの 3次関数の間の面積と裏技 a
6
公式③

12. 2次関数と接線と y 軸に平行な直線の間の面積と裏技 a
3
公式①

13. 2つの接する 2次関数と y 軸に平行な直線の間の面積と裏技 a
3
公式②

14. 2次関数と 2本の接線の間の面積と裏技 a
12
公式①

15. x2 の係数が等しい 2つの 2次関数と共通接線の間の面積と裏技 a
12
公式②

16. 3次関数と接線の間の面積と裏技 a
12
公式③

17. 4次関数と二重接線の間の面積と裏技 a
30
公式

18. 放物線と円の間の面積
19. 放物線と直線の間の面積が一定であることの証明

(
1
6
公式の利用

)
20. 放物線と直線の間の面積の最小値

(
1
6
公式の利用

)
21. 放物線と法線の間の面積の最小値（相加相乗の利用）
22. 放物線と直交する 2接線の間の面積の最小値（相加相乗の利用）
23. 等積条件の工夫①　放物線と x軸で囲まれた面積の 2等分　 S = 2S1

24. 等積条件の工夫②　絶対値付き 2次関数と直線で囲まれた 2つの部分の面積が等しくなる条件　 S1 + S3 = S2 + S3

25. 等積条件の工夫③　 3次関数と直線間の面積　 S1 − S2 = 0と変曲点を利用した裏技
26. 絶対値付き 2次関数と直線で囲まれた面積の和の最小

(
1
6
公式パズル

)
27. 絶対値付き関数の定積分（基本）
28. 絶対値付き関数の定積分の最小値①：関数が動く
29. 絶対値付き関数の定積分②：区間の上端のみが動く
30. 絶対値付き関数の定積分③：区間の両端が一定幅で動く

〈 目次に戻る 〉
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数学 II　多変数関数の最大・最小パターンと発想まとめ　 ( https://examist.jp/category/mathematics/tahensu-maxmin/ )

1. 等式条件付き 2変数関数の最大・最小　 1文字消去法①
2. 不等式条件つき 2変数関数の最大・最小　 1文字消去法②
3. 2次の等式条件付き 2変数関数の最大・最小　 1文字消去法③
4. 独立 2変数 2次式の最大・最小
5. 絶対不等式の利用①　相加平均と相乗平均の関係
6. 絶対不等式の利用②　コーシー・シュワルツの不等式
7. 2変数, 3変数関数の最大・最小　対称式 3パターン
8. 逆像法①　領域の利用（図示できる場合）
9. 逆像法②　実数存在条件（図示できない場合）
10. 同次式①　条件が円・楕円の 2次同次式
11. 同次式②　比の置換
12. 1文字固定法（予選決勝法）
13. 基底の変換による独立 2変数への帰着（領域が平行四辺形）

　

数学 B　確率分布と統計的な推測　 ( https://examist.jp/category/mathematics/statistics/ )

1. 確率分布と確率変数の期待値・分散・標準偏差
2. 確率変数の変換と標準化
3. 確率変数の和と積の期待値・分散
4. 二項分布の平均・分散・標準偏差の公式とその応用
5. 連続型確率変数の平均・分散・標準偏差
6. 正規分布とその標準化
7. 二項分布の正規分布による近似
8. 母集団と標本の抽出
9. 標本平均の期待値と標準偏差, 大数の法則
10. 標本平均の分布と中心極限定理
11. 母比率と標本比率の分布
12. 母平均の区間推定
13. 母比率の区間推定
14. 母平均の仮説検定
15. 母比率の仮説検定

〈 目次に戻る 〉
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数学 B　数列　 ( https://examist.jp/category/mathematics/sequence/ )

1. 等差数列の一般項 an = a+ (n− 1)d, 等差数列であることの証明
2. 等差数列をなす 3数の 3通りの表現（等差中項）
3. 調和数列 (逆数が等差数列)の一般項
4. 等差数列の和の公式 Sn = 1

2
n(a+ l)

5. 等差数列を利用する倍数の和
6. 等差数列の和 Sn の最大・最小
7. 2つの等差数列の共通項の数列の一般項
8. 整数mと nの間にある分母 pの既約分数の和
9. 連続する自然数の和で表せる自然数
10. 等比数列の一般項　 an = arn−1

11. 等比数列をなす 3数の 3通りの表現（等比中項）
12. 等比数列の和の公式の証明
13. 適当に並び替えると等差数列にも等比数列にもなる 3数
14. 等差数列と等比数列の共通項の数列の一般項
15. 複利計算と等比数列の和
16. 和の記号Σの基本的な扱い
17. Σの性質と数列の和の公式

(
Σ公式：

n∑
k=1

k,
n∑

k=1

k2,
n∑

k=1

k3
)

18. Σ公式を利用する基本的なΣ計算
19. 応用的なΣ計算（第 k 項に nを含む数列の和, 和の和）
20. 階差数列の公式　 an = a1 +

n−1∑
k=1

bk

21. 和 Sn と一般項 an の関係
22. 階差を利用する和①：分数の数列の和（基本）
23. 階差を利用する和②：分数の数列の和（応用）
24. 階差を利用する和③：根号型・対数型・階乗型
25. 階差を利用する和④：連続整数の積の和

n∑
k=1

k(k + 1)(k + 2)

26. 数列の和の公式
(
Σ公式

n∑
k=1

k2
)
の導出 (証明) 2パターン

27. (等差)× (等比)型, (2次式)× (等比)型の数列の和
28. 絶対値付き数列の和

n∑
k=1

ak

29. 奇数項と偶数項で規則性が異なる数列の和
30. 異なる 2数の積の総和, (x+ 1)(x+ 2)(x+ 3) · · · · · (x+ n)の展開式の係数
31. 群数列の究極の 2パターン
32.

√
nの整数部分による群数列

33. 平面座標の格子点の個数（連立不等式の整数解の組数）
34. 空間座標の格子点の個数（整数解の組数）

〈 目次に戻る 〉
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数学 B　数列：漸化式 17パターンの解法とその応用　 ( https://examist.jp/category/mathematics/recurrence-formula/ )

35. 等差数列型・等比数列型・階差数列型・調和数列型の漸化式
36. 特殊解型の漸化式　　 an+1 = pan + q 　 (最重要)

37. n次式型の漸化式　　 an+1 = pan + (n次式)

38. 指数型の漸化式　　　 an+1 = pan + rn

39. 階比数列型の漸化式　 an+1 = f(n)an

40. f(n)an+1 = f(n+ 1)an + q とその類似型
41. 対数型の漸化式　積 an+1an, 累乗 (an)

p, 累乗根などを含む漸化式
42. 和 Sn を含む漸化式
43. 簡易分数型の漸化式　 an+1 =

pan
qan + r

44. 1次分数型の漸化式　 an+1 =
pan + q
ran + s

45. 隣接 3項間型の漸化式　 an+2 + pan+1 + qan = 0

46. 連立漸化式　 an+1 = pan + qbn, bn+1 = ran + sbn

47. 1つおきの漸化式　 an+2 = f(an)

48. 推測型の漸化式（数学的帰納法で証明する最終手段）
49. 相似な図形の数列と漸化式
50. 直線や円による平面の分割（領域の個数の漸化式）
51. 2円と軸に接する円の数列の漸化式, フィボナッチ数列の漸化式
52. 漸化式を利用する方程式の解の高次対称式 αn + βn + γn の値
53. フィボナッチ数列の漸化式, 有名性質とその証明

　
数学 B　数列：数学的帰納法　最重要 6パターン　 ( https://examist.jp/category/mathematics/induction/ )

54. 基本的な数学的帰納法①：等式の証明
55. 基本的な数学的帰納法②：不等式の証明
56. 基本的な数学的帰納法③：整数の性質の証明
57. 基本的な数学的帰納法④：推測型の漸化式
58. nが k と k + 1のときを仮定する数学的帰納法
59. n ≦ k のときを仮定する数学的帰納法

〈 目次に戻る 〉
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数学 III　分数関数・無理関数・逆関数・合成関数　 ( https://examist.jp/category/mathematics/function/ )

1. 1次分数関数のグラフと定義域・値域
2. 1次分数関数の決定
3. 2変数同次分数関数の最大最小
4. 1次分数方程式と 1次分数不等式
5. 1次分数関数と直線の共有点の個数（1次分数方程式の実数解の個数）
6. 1次無理関数のグラフと定義域・値域
7. 1次無理関数の決定
8. 1次無理方程式と 1次無理不等式
9. 1次無理方程式の実数解の個数（1次無理関数と直線の共有点の個数）
10. 逆関数の求め方とグラフ
11. 指数関数と対数関数の逆関数
12. 双曲線関数の逆関数
13. 関数とその逆関数のグラフの共有点
14. 1次分数関数とその逆関数が一致する条件
15. 合成関数とその性質
16. 場合分けされた関数や絶対値付き関数の合成
17. 1次分数関数を n回合成した関数 fn(x)

18. 合成関数の方程式 f(f(x)) = xと不動点

　

数学 III　数列の極限と関数の極限　 ( https://examist.jp/category/mathematics/limit/ )

1. 数列の極限の基本（直感が通用しない極限の恐怖）
2. 数列の極限①：整式と分数式の極限
3. 数列の極限②：無理式の極限
4. 数列の極限③：和や積の極限
5. 極限の条件の利用
6. 分数式が収束するための必要条件
7. 数列の極限④：はさみうちの原理と追い出しの原理
8. 数列の極限⑤：二項定理を利用する極限

(
rn, nk

rn
, nrn, rn

n!
, n

1
n

)
と発散速度比較

9. 数列の極限⑥：無限等比数列 rn を含む極限
10. 数列の極限⑦　場合分けを要する無限等比数列 rn を含む極限
11. 無限等比数列 rn, arn の収束条件
12. 漸化式と極限①　特殊解型とその図形的意味
13. 漸化式と極限②　連立型と隣接 3項間型
14. 漸化式と極限③　分数型
15. 漸化式と極限④　対数型と解けない漸化式
16. ニュートン法（f(x) = 0の実数解と累乗根の近似値）
17. ペル方程式 x2 −Dy2 = ± 1で定められた数列の極限と平方根の近似値
18. 無限級数の収束と発散（基本）
19. 無限級数の収束と発散（応用）
20. 無限級数が発散することの証明
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21. 無限等比級数の収束と発散
22. 無限級数の性質

∞∑
n=1

(san + tbn) = sA+ tB とその証明

23. 循環小数から分数への変換（0.999 · · · · · · = 1）
24. 無限等比級数の図形への応用（フラクタル図形：コッホ雪片）
25. (等差)× (等比)型の無限級数の収束と発散
26. 部分和を場合分けする無限級数の収束と発散
27. 無限級数

∞∑
n=1

1
n
と

∞∑
n=1

1
n!
の収束と発散

28. 関数の極限①：多項式関数と分数関数の極限
29. 関数の極限②：無理関数の極限
30. 関数の極限③：片側極限 (左側極限・右側極限)と極限の存在
31. 関数の極限④：指数関数と対数関数の極限
32. 関数の極限⑤：三角関数の極限の公式　 lim

x 0

sinx
x

= 1, lim
x 0

tanx
x

= 1, lim
x 0

1− cosx
x2 = 1

2

33. 関数の極限⑥：三角関数の極限（基本）
34. 関数の極限⑦：三角関数の極限（置換）
35. 関数の極限⑧：三角関数の極限（はさみうちの原理）
36. 極限値から関数の係数決定

37. オイラーとヴィエトの余弦の無限積の公式　
∞∏

n=1

cos x
2n

= sinx
x

38. 関数の点連続性と区間連続性, 連続関数の性質
39. 無限等比数列と無限等比級数で表された関数のグラフと連続性
40. 連続関数になるように関数の係数決定
41. 中間値の定理（方程式の実数解の存在証明）
42. 微分係数の定義を利用する極限　 f ′(a) = lim

x a

f(x)− f(a)

x− a
　 f ′(a) = lim

h 0

f(a+ h)− f(a)

h

43. 自然対数の底 eの定義を利用する極限　 lim
x 0

(1 + x)
1
x = e　 lim

x ±∞

(
1 + 1

x

)x

= e

44. 定積分で表された関数の極限　 lim
x a

1
x− a

∫ x

a

f(t) dt

45. 定積分の定義 (区分求積法)を利用する和の極限　
∫ 1

0

f(x) dx = lim
n ∞

1
n

n∑
k=1

f
(
k
n

)
46. 受験数学最大最強！極限の裏技：ロピタルの定理　記述試験で無断使用できる？

〈 目次に戻る 〉
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数学 III　微分法（基本計算パターン）　 ( https://examist.jp/category/mathematics/derivation/ )

1. 暗記すべき微分公式：教科書の公式だけでは不十分だ！
2. 導関数の定義 f ′(x) = lim

h 0

f(x+ h)− f(x)

h
による微分計算

3. 微分の 3本柱①：積の微分法とその公式の証明　 {f(x)g(x)}′ = f ′(x)g(x) + f(x)g′(x)

4. 微分の 3本柱②：商の微分法とその公式の証明
5. 微分の 3本柱③：合成関数の微分法　 dy

dx
=

dy
du

· du
dx

6. 無理関数の微分法
7. 三角関数の微分法とその公式の証明
8. 自然対数の底 eの定義と関連する極限公式, 指数関数と対数関数の微分公式
9. 指数関数と対数関数の微分法
10. 対数微分法：(変数)(変数) や多くの因数の積の微分
11. 高次導関数と数学的帰納法, 代表的な第 n次導関数
12. ライプニッツの定理とその証明（積の微分法の公式の n回微分への拡張）
13. 第 n次導関数の漸化式
14. 陰関数の微分法
15. 逆関数の微分法　 dy

dx
= 1

dx
dy

16. 媒介変数表示関数の微分法　 dy
dx

=

dy
dt
dx
dt

〈 目次に戻る 〉
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数学 III　微分法：頻出グラフ（陽関数表示）　 ( https://examist.jp/category/mathematics/explicit/ )

17. 陽関数のグラフの図示の基本的な手順とポイントのまとめ
18. 分数関数①　 y = 1

x2 + 1
のグラフ

19. 分数関数②　 y = x
x2 + 1

のグラフ

20. 分数関数③　 y = x2

x− 1
のグラフ

21. 分数関数④　 y = x3

x2 − 1
のグラフ

22. 分数関数⑤　 y = x3 + 1
x

のグラフ
23. 無理関数①　 y = x+

√
1− x2 のグラフ（斜め楕円）

24. 無理関数②　 y = 2x+
√
x2 − 1 のグラフ（斜め双曲線）

25. 指数関数①　 y = xex のグラフ
26. 指数関数②　 y = x2ex のグラフ
27. 指数関数③　 y = x

ex
= xe−x のグラフ

28. 指数関数④　 y = e−x2 のグラフ（正規分布曲線もどき）
29. 指数関数⑤　 y = e

1
x のグラフ

30. 指数関数⑥　 y = xx のグラフ（対数微分法）
31. 双曲線関数　 y = ex + e−x

2
（カテナリー ;懸垂線）と y = ex − e−x

2
のグラフ

32. (指数関数)× (三角関数)　 y = e−x sinx のグラフ（減衰曲線）
33. 対数関数①　 y = x log x のグラフ
34. 対数関数②　 y =

log x
x

のグラフ
35. 対数関数③　 y = x

log x
のグラフ

　

数学 III　微分法：頻出グラフ (陰関数表示と媒介変数表示) ( https://examist.jp/category/mathematics/implicit-parametric/ )

36. 陰関数表示関数の対称性の確認法
37. 陰関数①　 y2 = x2(4− x2) のグラフ (リサジュー曲線)

38. 陰関数②　 y2 = x2(x+ 1) のグラフ
39. 陰関数③　 x2y2 = x2 − y2 のグラフ
40. 媒介変数表示関数の対称性・増減表・グラフの描き方
41. 媒介変数①　サイクロイド（擺線）　 x = a(θ − sin θ), y = a(1− cos θ)

42. 媒介変数②　アステロイド（星芒形）　 x = a cos3 θ, y = a sin3 θ (x
2
3 + y

2
3 = a

2
3 )

43. 媒介変数③　カージオイド（心臓形）　 x = 2 cos θ − cos 2θ, y = 2 sin θ − sin 2θ

44. 媒介変数④　リマソン（パスカルの蝸牛形）　 x = (1 + 2 cos θ) cos θ, y = (1 + 2 cos θ) sin θ

45. 媒介変数⑤　リサジュー曲線　 x = 2 sin θ, y = 2 sin 2θ

46. 媒介変数⑥　対数螺旋（等角螺旋）　 x = eθ cos θ, y = eθ sin θ

47. 媒介変数⑦　円の伸開線（インボリュート）　 x = a(cos θ + θ sin θ), y = a(sin θ − θ cos θ)

〈 目次に戻る 〉
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数学 III　微分法の応用　 ( https://examist.jp/category/mathematics/derivation2/ )

1. 関数の連続性と微分可能性の定義
2. 2曲線の共通接線①：接点が異なる
3. 2曲線の共通接線②：接点が等しい（2曲線が接する条件）
4. 極値から係数決定
5. 減衰曲線 y = e−x sinxの極値の無限等比級数の和
6. マクローリン展開 (関数の整式近似)とオイラーの公式 eix = cosx+ i sinx

7. 不等式の証明①　高階微分
8. 不等式の証明②：応用（両辺の対数をとる, 代入して解を探す）
9. 不等式の証明③：関数の凸性と接線に関する不等式（ジョルダンの不等式）
10. 不等式の証明④：ex に関する不等式と関数の強さ比較
11. y =

log x
x

のグラフの応用：ab と ba の大小比較, ab＝ ba の自然数解
12. 方程式の実数解の個数①：定数分離
13. 方程式の実数解の個数②：グラフによる符号の判別
14. 不等式が常に成り立つ条件
15. 関数が極値をもつ・もたない条件
16. 接線の本数
17. 平均値の定理を利用する不等式の証明
18. 平均値の定理の極限への応用（解けない漸化式 xn+1 = f(xn)で定められた数列 xn の極限）
19. 2変数不等式の証明 5つの発想
20. 凸不等式①　 y = log xの凸性を利用した相加平均と相乗平均の関係の証明
21. 凸不等式②　イェンゼンの不等式 f

(
n∑

i=1

aixi

)
≧

n∑
i=1

aif(xi), n変数の相加平均と相乗平均の関係の証明

22. 関数方程式頻出 4パターン
23. 放物線の曲率円, 縮閉線と伸開線
24. 微分係数の定義を利用する極限
25. 自然対数の底 eの定義を利用する極限
26. 受験数学最大最強！極限の裏技：ロピタルの定理　記述試験で無断使用できる？

〈 目次に戻る 〉
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数学 III　積分法（基本計算パターン）　 ( https://examist.jp/category/mathematics/integration/ )

1. 暗記すべき積分基本公式：教科書の公式だけでは不十分だ！
2. 積分計算の基本的な考え方
3. 置換積分の基本
4. 置換積分の一種「1次式置換型」：置換せずに瞬殺せよ！
5. 置換積分の一種「微分形接触型」：最重要の置換の目安
6. 微分形接触型の一種「分子が分母の微分型」：置換せずに瞬殺せよ！
7. 微分形接触型の一種「微分形接触累乗型」：置換せずに瞬殺せよ！
8. 部分積分①：(多項式)× (多項式)型
9. 部分積分②：(多項式)× (指数関数)型
10. 部分積分③：(多項式)× (三角関数)型
11. 部分積分④：(多項式)× (対数関数)型
12. 部分積分⑤：(指数関数)× (三角関数)型
13. 裏技！瞬間部分積分！
14.

∫
(x− α)m(x− β)n dx 型の定積分

15. 絶対値付き関数の定積分
16. 偶関数と奇関数の定積分とその公式の証明
17. 分数関数 (有理関数)の積分：分子の次数下げと部分分数分解
18. 無理関数の積分：分母の有理化と根号丸ごと置換
19. 三角関数の積分①：三角関数の相互関係の利用
20. 三角関数の積分②：2倍角・3倍角・積和の公式の利用
21. 三角関数の積分③：微分形接触型を目指して変形せよ！ (最重要)

22. 三角関数の積分④：tanx = t, tan x
2

= tとおいて有理関数に帰着させる

23. 三角関数の積分⑤：
∫

1
sinx

dx,

∫
1

cosx
dx

24. 三角関数の積分⑥：
∫

1
1± cosx

dx,

∫
1

1± sinx
dx

25. 三角関数の積分⑦：
∫ √

1± cosx dx,

∫ √
1± sinx dx

26. 三角関数の積分⑧：文字を含む三角関数の積の定積分　
∫ π

0

sinmx cosnx dxなど
27. 指数関数の積分：最悪 ex = tとおけ！
28. 対数関数の積分：対数の性質や部分積分を利用せよ！
29. 特殊な置換をする定積分①：

√
a2 − x2 を含む定積分は x = a sin θ とおけ！

30. 特殊な置換をする定積分②： 1
x2 + a2

を含む定積分は x = a tan θ とおけ！
31. 特殊な置換をする不定積分：

√
x2 + a2 を含む不定積分 (最高難度)と特殊な置換の根拠

32. 点対称性に関する等式
∫

xf(sinx) dx = π
2

∫
f(sinx) dxを利用する定積分

33. 線対称性に関する等式
∫

f(x) dx =

∫
f(a− x) dxを利用する定積分

34. 微分の誘導を利用する積分
35. 応用的・裏技的な積分公式一覧
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数学 III　積分法（ランダム計算演習）　 ( https://examist.jp/category/mathematics/random-integration/ )

36. 有理関数と無理関数の積分ランダム 12題（基本レベル）
37. 指数関数と対数関数の積分ランダム 15題（基本レベル）
38. 三角関数の積分ランダム 15題（基本レベル）
39. 有理関数と無理関数の積分ランダム 12題（基本レベル）解答
40. 指数関数と対数関数の積分ランダム 15題（基本レベル）解答
41. 三角関数の積分ランダム 15題（基本レベル）解答
42. 有理関数と無理関数の積分ランダム 11題（標準レベル）
43. 指数関数と対数関数の積分ランダム 15題（標準レベル）
44. 三角関数の積分ランダム 18題（標準レベル）
45. 有理関数と無理関数の積分ランダム 11題（標準レベル）解答
46. 指数関数と対数関数の積分ランダム 15題（標準レベル）解答
47. 三角関数の積分ランダム 18題（標準レベル）解答
48. 高校生・受験生への挑戦状！積分最難問ランダム 13題
49. 高校生・受験生への挑戦状！積分最難問ランダム 13題　解答
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数学 III　積分法の応用（数式）　 ( https://examist.jp/category/mathematics/integration-expression/ )

1. 文字を含む絶対値付き関数の定積分
∫

log x− k dxの最小値

2. 解けない定積分の不等式の証明（ジョルダンの不等式の利用）

3. 解けない数列の和の不等式の定積分を利用する証明

4. 調和級数
∞∑

n=1

1
n
の発散とオイラー定数 γ

5.

∫
1
x

dxと長方形の面積比較による log 2の数値評価（台形近似）

6. 階乗の近似式
(
スターリングの公式：n! ≒

(
n
e

)n)
7. 積分方程式①（定数型）3パターン

8. 定積分で表された関数の微分　 d
dx

∫ x

a

f(t) dt = f(x)の証明

9. 積分方程式②（変数型）3パターン

10. 最小 2乗法①　
∫ π

2

−π
2

(sinx− ax)2 dxの最小値（多項式による三角関数の近似）

11. 三角関数の内積
∫ 2π

0

cosmx cosnx dxと直交性

12. 最小 2乗法②　
∫ π

−π

(x− a sinx)2 dxの最小値（三角関数による多項式の近似とフーリエ級数展開）

13. n乗の積分の漸化式　
∫

sinn x dx,

∫
cosn x dx,

∫
(log x)n dx,

∫
xnex dx,

∫
tann x dx

14. 積分漸化式
∫

sinn x dxの応用①　ウォリス積分

15. 積分漸化式
∫

tann x dxの応用②　メルカトル級数とライプニッツ級数

16. 積分漸化式
∫

xnex dxの応用③　自然対数の底 eの無限級数表示と無理数性

17. 積分漸化式
∫

xnex dxの応用④　ガンマ関数 Γ(p)（階乗の実数への一般化）

18. 積分漸化式
∫

xp(1− x)q dxの応用⑤　ベータ関数 B(p, q)（裏技 1
6
公式の一般化）

19. 逆関数の定積分の等式
∫ b

a

f(x) dx+

∫ f(b)

f(a)

g(x) dx = bf(b)− af(a)と y = tanxの逆関数の定積分

20. tanxの逆関数の定積分表示 f(x) =

∫ x

0

1
t2 + 1

dtと性質

21. 定積分で表された関数の極限　 lim
x a

1
x− a

∫ x

a

f(t) dt

22. 定積分の定義 (区分求積法)を利用する和の極限　
∫ 1

0

f(x) dx = lim
n ∞

1
n

n∑
k=1

f
(
k
n

)
23. 微分方程式　直接積分形 dy

dx
= f(x)と変数分離形 dy

dx
= f(x)g(y)

24. 1階線形微分方程式　 dy
dx

+ P (x)y = Q(x)

25. 回転体の容器への注水と水面の上昇速度・水面の面積の増加速度・排水時間
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数学 III　積分法の応用（面積・体積・長さ）　 ( https://examist.jp/category/mathematics/sum-volume-length1/ )

26. 区分求積法と微分積分学の基本定理, 面積が定積分で求まる理由
27. 面積の基本①（x軸方向への定積分）
28. 面積の基本②（y 軸方向への定積分）
29. 接線と面積, 接する 2曲線と面積
30. 曲線 xa＋ yb＝ 1の面積とベータ関数 B(p, q)

31. 交点が求まらない面積による 2等分（等積条件）

32. 減衰曲線の面積の和の極限　 lim
n ∞

n∑
k=1

∫ kπ

(k−1)π

e−x sinx dx

33. 双曲線の面積, 三角関数 (円関数)と双曲線関数
34. 媒介変数表示で表される曲線で囲まれた部分の面積（リサジュー曲線）
35. 極方程式で表された関数の面積（扇形分割積分）　正葉曲線 r = sin 2θ

36. 非回転体の体積（円柱の切断）
37. x軸周りの回転体の体積　 V = π

∫ b

a

y2 dx

38. 回転軸をまたぐ図形の回転体の体積
39. x軸周りの回転体の体積（媒介変数表示）（リサジュー曲線）
40. y 軸周りの回転体の体積　 V = π

∫ b

a

x2 dy

41. 円筒分割積分（バウムクーヘン分割積分）　 V = 2π

∫ b

a

xf(x) dx

42. 回転体の体積の裏技　パップス・ギュルダンの定理
43. 斜軸回転体の体積（傘型分割積分, 裏技公式）
44. 不等式で表された立体の体積, 直交する円柱の共通部分の体積
45. 直線の回転体の体積（回転一様双曲面）
46. 平面図形の回転体の体積
47. 曲線の長さ（媒介変数表示・陽関数表示・極座標表示）

　
　 数学 III　積分法の応用（有名図形の面積・体積・長さ）( https://examist.jp/category/mathematics/sum-volume-length2/ )

48. カテナリー y = ex + e−x

2
(双曲線関数)の面積・回転体の体積・長さ

49. 楕円の面積と回転体の体積
50. 斜め楕円の面積と回転体の体積
51. サイクロイドの面積・回転体の体積・長さ
52. アステロイドの面積・回転体の体積・長さ
53. カージオイドの面積・回転体の体積・長さ
54. リサジュー曲線の面積と回転体の体積
55. 円の伸開線の面積と長さ
56. ハイポサイクロイドの面積と長さ
57. エピサイクロイドの面積と長さ
58. 対数螺旋 (等角螺旋) の面積と長さ
59. アルキメデスの螺旋の面積と長さ, 放物線の長さ
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数学 C　平面ベクトルと平面図形　 ( https://examist.jp/category/mathematics/planar-vector/ )

1. ベクトルの基本と演算法則, 等式の証明, 正六角形
2. ベクトルの成分表示と大きさ, 成分によるベクトルの演算
3. ベクトルの成分表示と平行条件
4. ベクトルの成分表示と平行四辺形
5. ベクトルの 1次結合 s

#»

a + t
#»

b と 1次独立
6. ベクトルの内積 #»

a · #»

b の定義とその理由, 性質, 図形的意味
7. 余弦定理のベクトル表示と内積の定義の成分表示の証明
8. ベクトルの内積の定義の成分表示となす角, 垂直条件
9. ベクトル #»

a + t
#»

b の大きさの最小値と図形的意味
10. 三角形の面積のベクトル表示・成分表示とその証明
11. ベクトルの不等式の証明（コーシー・シュワルツの不等式, 三角形の成立条件）
12. 変数変換によるベクトルの和の大きさの最大・最小
13. ベクトルの内積と ax+ by の最大最小
14. ベクトルの急所！「位置ベクトル」の概念と内分点・外分点・中点・重心の位置ベクトル
15. ベクトルの共線条件（3点が一直線上にある条件）
16. ベクトルの共点条件（複数の点が一致する条件）
17. a

#   »

PA+ b
#   »

PB + c
#   »

PC =
#»

0 を満たす点 Pの位置と三角形の面積比
18. 2直線の交点の位置ベクトル（ベクトル分野ダントツ No.1頻出問題）
19. 加重重心 (裏技)による点 Pの位置問題と交点の位置ベクトル問題
20. 角の二等分線のベクトル 2パターン
21. 正射影ベクトル（直交射影ベクトル）
22. 三角形の内心の位置ベクトル
23. 三角形の垂心の位置ベクトル
24. 三角形の外心の位置ベクトル
25. ベクトルとオイラー線（三角形の重心 G・外心 O・垂心 Hの位置関係）
26. 三角形の外心 Oに関するベクトルの等式　 a

#    »

OA+ b
#   »

OB+ c
#    »

OC =
#»

0

27. ベクトルの内積の等式を満たす三角形の形状
28. ベクトルと正五角形, cos 108◦ の値
29. 直線のベクトル方程式 3パターン
30. 円のベクトル方程式 2パターン
31. 円の接線のベクトル方程式 2パターン
32. ベクトル方程式が表す点 Pの軌跡
33. 斜交座標系とベクトル（直交座標系の一般化）
34. ベクトルの終点の存在範囲
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数学 C　空間ベクトルと空間図形, 空間の方程式　 ( https://examist.jp/category/mathematics/space-vector/ )

35. 空間の対称点の座標, 2点間の距離, 三角形の形状, 定点から等距離にある点の座標
36. 平面ベクトルと空間ベクトルの基本事項比較
37. 平行六面体と空間ベクトルの演算
38. 2つのベクトルに垂直な単位ベクトル
39. a

#   »

PA+ b
#   »

PB + c
#   »

PC + d
#   »

PD =
#»

0 を満たす点 Pの位置と四面体の体積比
40. 共面条件（4点が同一平面上にある条件）（空間ベクトル最重要事項）
41. ベクトルによる四面体の有名性質の証明
42. 平面と直線の交点の位置ベクトル（空間ベクトル最重要問題）
43. 平面に下ろした垂線の足と四面体の体積（直線と平面の垂直条件）
44. 平面に関する対称点の位置ベクトル
45. ベクトルの外積 (裏技)による法線ベクトル・空間の三角形の面積・平行六面体の体積・四面体の体積
46. 空間における直線と平面の方程式（座標軸に垂直）
47. 空間における直線の方程式　 x− x0

l
=

y − y0
m

=
z − z0

n
48. 空間における平面の方程式　 ax+ by + cz + d = 0

49. 空間の点と平面の距離の公式の証明, 平行な 2平面の距離
50. ねじれの位置にある 2直線間の最短距離（共通垂線）
51. 空間の 2直線, 2平面, 直線と平面のなす角
52. 定直線を含む平面と 2平面の交線を含む平面の方程式（平面束）
53. 空間の球面の方程式　 (x− a)2 + (y − b)2 + (z − c)2 = r2

54. 2つの球面の交線と交線を含む平面の方程式（球面束）
55. 空間の球面と平面の交線
56. 空間の球の接平面の方程式　 x0x+ y0y + z0z = r2
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数学 C　 2次曲線（放物線・楕円・双曲線）　 ( https://examist.jp/category/mathematics/quadratic-curve/ )

1. 放物線の定義・標準形・焦点・準線
2. 放物線の接線の方程式と光線の反射, パラボラアンテナの原理
3. 楕円の定義・標準形・焦点・長軸・短軸, 楕円の方程式の決定
4. 楕円の接線の方程式と光線の反射
5. 楕円と円の関係, 楕円の面積、拡大・縮小変換の活用
6. 楕円の弦の中点と長さ
7. 楕円の弦の中点の軌跡
8. 楕円と直線の距離の最大・最小
9. 楕円の接線と座標軸が作る三角形の面積の最小
10. 座標軸が切り取る楕円の接線の長さの最小
11. 楕円に内接する長方形の面積の最大
12. (楕)円に内接する四角形と三角形の面積の最大
13. 楕円の準円（直交する 2本の接線の交点の軌跡）
14. 楕円に外接する長方形の面積の最大・最小
15. 双曲線の定義・標準形・焦点・漸近線, 双曲線の方程式の決定
16. 双曲線の接線の方程式と光線の反射
17. 双曲線の接線と漸近線に関する有名性質
18. 双曲線と直線の共有点の個数
19. 双曲線の弦の中点の軌跡
20. 双曲線の準円（直交する 2本の接線の交点の軌跡）
21. 放物線の 2本の接線 (なす角 45◦)の交点の軌跡
22. 共焦点の楕円と双曲線の直交性
23. 2次曲線の回転移動, 標準化, 判別式
24. 2次曲線の極と極線
25. 離心率 eによる 2次曲線の定義
26. 点光源による球影と円錐曲線
27. 2次曲線の極方程式と弦に関する有名性質
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数学 C　曲線の媒介変数表示と極座標・極方程式　 ( https://examist.jp/category/mathematics/parameter-polar/ )

1. 2次曲線 (放物線・円・楕円・双曲線)の媒介変数表示
2. 直線群による円と双曲線の媒介変数表示
3. 直線群によるディオクレスのシッソイドとデカルトの正葉線の媒介変数表示
4. 放物線の媒介変数表示
5. 円と楕円の媒介変数表示
6. 双曲線の媒介変数表示
7. サイクロイドの媒介変数表示　 x = a(θ − sin θ), y = a(1− cos θ)

8. ハイポサイクロイドとアステロイドの媒介変数表示
9. エピサイクロイドとカージオイドの媒介変数表示
10. 円の伸開線 (インボリュート)の媒介変数表示
11. 直交座標 (x, y)と極座標 (r, θ)の関係と相互変換
12. 極座標平面上の 2点間の距離と三角形の面積
13. 直線の極方程式 2パターン
14. 円の極方程式 2パターン
15. 2次曲線の極方程式と弦に関する有名性質
16. アルキメデスの螺旋の極方程式 r = θ

17. 極方程式の対称性と周期性, 正葉曲線の極方程式 r = sin aθ

18. カージオイド (心臓形)の極方程式
19. リマソン (パスカルの蝸牛形)の極方程式
20. レムニスケート (連珠形)の極方程式 r2 = a2 cos 2θ
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数学 C　複素数平面　 ( https://examist.jp/category/mathematics/complex-plane/ )

1. 複素数の図形的意味, 座標平面上の点の 90◦ 回転移動
2. 複素数の実数倍と加法・減法, 複素数平面の平行四辺形
3. 共役複素数の図形的意味と性質, 複素数の実数条件・純虚数条件
4. 複素数の絶対値の性質, 余弦定理の複素数表示
5. 方程式の実数解と虚数解
6. 極形式（複素数の極座標表示）
7. 複素数の積・商と極形式
8. 複素数の積・商の図形的意味（拡大・縮小, 回転）, 原点以外の点を中心とする回転移動
9. ド・モアブルの定理と複素数の n乗
10. ド・モアブルの定理と累乗の等式を満たす整数
11. ド・モアブルの定理による 3倍角の公式・三角関数の等式の証明
12. ド・モアブルの定理と三角関数の和　

n∑
k=1

cos kθ,
n∑

k=1

sin kθ

13. 複素数の n乗根とその図形的意味
14. 1の n乗根の性質
15. 線分の内分点・外分点と三角形の重心を表す複素数
16. 2直線のなす角, 共線条件, 垂直条件
17. 複素数の等式が表す三角形の形状決定
18. 3点が正三角形を作る条件と三角形の相似条件
19. 複素数平面上の直線の方程式（垂直二等分線と円の接線の方程式）
20. 複素数平面上の円の方程式（アポロニウスの円）
21. 円周上を動く複素数の絶対値と偏角の範囲
22. 原点を通る直線に関する対称点
23. 三角形の外心を表す複素数
24. 三角形の内心を表す複素数
25. 三角形の垂心を表す複素数　 z = α+ β + γ

26. 4点が同一円周上にある条件（共円条件）
27. 複素数による図形の性質の証明
28. 変換 w = αz + β による像
29. 反転変換 w = 1

z
による像

30. 1次分数変換 (メビウス変換) w =
αz + β
γz + δ

による像

31. ジューコフスキー変換 w = z + a2

z
による像

32. 複素数列（回転と拡大を繰り返す点の移動）
33. 特殊解型漸化式で定まる複素数列が通る円と極限
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物理　力学　 ( https://examist.jp/category/physics/mechanics/ )

1. 一直線上の相対速度と平面上の相対速度
2. 等加速度直線運動の公式と v−tグラフ
3. 自由落下・鉛直投げ下ろし・鉛直投げ上げ
4. 水平投射
5. 斜方投射
6. モンキーハンティング（2物体の空中衝突）
7. 斜面への斜方投射
8. 力のつりあい問題の解答手順（※重要※）
9. 滑車と板と板上の人のつりあい
10. 静止摩擦力・最大摩擦力・動摩擦力
11. ばねの弾性力（フックの法則）, 並列と直列の合成ばね定数
12. 水圧と浮力, アルキメデスの原理
13. 剛体にはたらく力のつりあい（力のモーメント）
14. 剛体の力学：水平棒のつりあい
15. 剛体の力学：壁に立てかけた棒のつりあい
16. 剛体の力学：剛体が倒れる条件
17. 剛体の力学：重心（L字型物体・一部がくり抜かれた物体）, 重心の公式
18. 運動の第 2法則（運動方程式）：糸でつながれた 2物体の運動（※重要※）
19. あらい斜面上の物体の運動（静止摩擦力と動摩擦力）
20. 空気抵抗を受ける物体の運動と v−tグラフ（終端速度）
21. 積み重なった 2物体の摩擦力を介する運動①：上を動かす
22. 積み重なった 2物体の摩擦力を介する運動②：下を動かす
23. あらい面上における質量があるロープの運動
24. 仕事W と仕事率 P , F−xグラフ, 仕事率 P と速さ v の関係
25. 力学的エネルギー保存則（運動エネルギーと位置エネルギーの総和の保存）
26. 仕事とエネルギーの関係
27. 運動量 pと力積 I

28. 運動量保存則と反発係数 e（2物体の衝突・合体・分離）
29. 水平面上の 2物体の斜め衝突
30. 木片に撃ち込まれた弾丸
31. なめらかな平面との繰り返し斜め衝突
32. ばねのついた物体との衝突と分裂
33. 慣性力と見かけの重力加速度（電車内の小球と風船の運動）
34. 動く三角台上の物体の運動（慣性力）, 物理の検算法
35. 定滑車と動滑車を介した 3つの小球の運動
36. 向心力と等速円運動の基本
37. 円錐振り子と遠心力（水平面内の円運動）
38. 振り子と半球面上の小球の運動（鉛直面内の円運動）
39. 等速円運動, 復元力と単振動
40. 鉛直ばね振り子（単振動）
41. 単振り子（単振動）
42. 浮力と単振動
43. 万有引力と人工衛星の運動（宇宙速度, 静止衛星）
44. ケプラーの法則と楕円運動
45. 地球トンネル（万有引力による単振動）
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物理　熱力学　 ( https://examist.jp/category/physics/thermodynamics/ )

1. 熱と温度, 熱量保存の法則
2. 物質の三態（水の状態変化）
3. 気体の圧力とボイル・シャルルの法則　 PV

T
= k

4. 理想気体の状態方程式　 PV = nRT

5. 熱気球の原理（密度を用いたボイル・シャルルの法則 p
ρT

= k）
6. 立方体容器内の気体分子運動論
7. 球形容器内の気体分子運動論
8. 断熱変化における気体分子運動論とポアソンの式の導出
9. 熱力学第一法則, 気体の定積モル比熱 Cv と定圧モル比熱 Cp, 熱機関と熱効率 e

10. 気体の四大状態変化要点まとめ（定圧変化・定積変化・等温変化・断熱変化）
11. 気体の熱サイクルと熱効率①（定積・定圧）
12. 気体の熱サイクルと熱効率②（定積・定圧・等温）
13. 気体の熱サイクルと熱効率③（定積・定圧・断熱）
14. 気体の熱サイクルと熱効率④（定積・定圧・直線）
15. 断熱自由膨張と気体の混合
16. ばね付きピストンで封じられた気体

物理　波動 (更新中)　 ( https://examist.jp/category/physics/waves/ )

1. 波の要素と基本公式, y−xグラフと y−tグラフ
2. 正弦波の一般式の導出と波の強さ
3. 縦波（疎密波）と横波
4. 波の重ね合わせの原理・独立性と定常波（定在波）の式
5. 波の自由端反射と固定端反射
6. 円形波の干渉
7. ホイヘンスの原理と平面波の反射・屈折・回折
8. 斜交平面波の干渉
9. 音波の性質（三要素, 反射・回折・干渉・屈折）
10. 時間的うなりと空間的うなり
11. 弦の振動とメルデの実験

物理　電磁気学 (未更新)　 ( https://examist.jp/category/physics/electromagnetism/ )

物理　原子物理学 (未更新)　 ( https://examist.jp/category/physics/atomic-physics/ )
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周期表とその歴史　 ( https://examist.jp/chemistry/syuukihyou/ )

理論化学 (物質の構成)　 ( https://examist.jp/category/chemistry/structure/ )

1. 物質の分類, 同素体
2. 混合物の分離, 蒸留装置, 石油の分留
3. 化学の基本法則
4. 原子の構造と同位体
5. 原子の電子配置
6. イオンの生成, イオン半径, イオン化エネルギーと電子親和力
7. 金属結合, 金属の性質, 金属結晶（体心立方格子, 面心立方格子, 六方最密構造）
8. イオン結合とイオン結晶（NaCl型, CsCl型構造）, イオン限界半径比
9. その他のイオン結晶（CaF2 型, ZnS型構造）
10. 共有結合と電子式による分子の立体構造の推定
11. 配位結合（アンモニウムイオン NH4

+ の生成）
12. 電気陰性度と極性
13. 分子間力（ファンデルワールス力, 極性引力, 水素結合）, 水素化合物の沸点
14. 分子結晶と氷の結晶構造
15. 共有結合の結晶（ダイヤモンドの結晶構造）
16. 結晶 4種（共有結合の結晶, イオン結晶, 金属結晶, 分子結晶）と性質まとめ
17. 原子量・分子量・式量と物質量（mol）, 化学計算の基本
18. 化学反応式と化学反応の量的関係, 過不足のある反応, 混合気体の燃焼, 混合物の純度
19. 溶液の濃度と調製（質量パーセント濃度・密度とモル濃度の単位換算）

理論化学 (物質の状態)　 ( https://examist.jp/category/chemistry/state/ )

1. 粒子の拡散と熱運動, 気体分子の速度分布
2. 気体の圧力と水銀柱による大気圧の測定, トリチェリーの真空
3. 物質の三態（固体・液体・気体）, 水の状態変化とエネルギー
4. 二酸化炭素 CO2 と水 H2O の状態図
5. ボイル・シャルルの法則 PV

T
= (一定) とグラフ

6. アボガドロの法則と気体の状態方程式 PV = nRT

7. 混合気体（ドルトンの分圧の法則）, 分圧とモル分率
8. 理想気体と実在気体の違い（ファンデルワールスの状態方程式）
9. 蒸気圧曲線, 混合気体の燃焼と水蒸気圧, 水上置換法で捕集した気体の圧力
10. 飽和溶液と溶解平衡, 固体の溶解度と溶解度曲線, 再結晶
11. 硫酸銅五水和物 CuSO4 · 5H2O の溶解度
12. 気体の溶解度（ヘンリーの法則 4パターン）
13. 希薄溶液の性質①　蒸気圧降下と沸点上昇度 ∆t = Kbm

14. 希薄溶液の性質②　冷却曲線と凝固点降下度 ∆t = Kfm

15. 希薄溶液の性質③　浸透圧（ファントホッフの法則 ΠV = nRT）
16. コロイドの分類, コロイド溶液の性質まとめ
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理論化学 (物質の反応)：熱化学・反応速度・化学平衡・酸と塩基　 ( https://examist.jp/category/chemistry/reaction1/ )

1. 反応熱 Qとエンタルピー H, 燃焼・生成・溶解・中和・状態変化のエネルギー図
2. ヘスの法則（総熱量保存の法則）と反応エンタルピーの計算, メタンハイドレート
3. 温度・熱・比熱と熱量 Q = mc∆T , 反応エンタルピーの測定
4. 結合エネルギーと解離エネルギー, 炭素の同素体の結合エネルギー
5. 格子エネルギーとボルン・ハーバーサイクル, 水和エンタルピーと溶解エンタルピー
6. 化学反応と光エネルギー（光化学反応と化学発光）
7. 化学反応が自発的に進む向き（エントロピー S とギブズエネルギー G）
8. 化学反応の速さと仕組み（触媒と活性化エネルギー）, 反応速度式
9. 一次反応の半減期と二次反応の半減期
10. 反応速度定数と活性化エネルギーの関係（アレニウスの式）
11. 平衡状態と化学平衡の法則（濃度平衡定数Kc と圧平衡定数Kp）
12. ルシャトリエの原理（平衡移動の原理）とハーバー・ボッシュ法（アンモニアの合成）
13. 酸と塩基の定義（アレニウス／ブレンステッド）・性質・電離度・強弱
14. 水のイオン積Kw と pH（水素イオン指数）
15. 1価の弱酸・弱塩基の電離平衡, 電離定数Ka・Kb, 解離指数 pKa・pKb, 近似の扱い方
16. 極端に希薄な強酸水溶液の pH

17. 中和反応の量的関係
18. 中和滴定（実験器具・pH指示薬・pH曲線）, 食酢中の酢酸の濃度
19. 混酸（塩酸＋硫酸, 塩酸＋酢酸）の中和滴定
20. イオンの物質量変化と電気伝導度を利用した中和滴定
21. 塩の種類と水溶液の性質, 塩の加水分解
22. 逆滴定（アンモニア NH3 の定量, 空気中の二酸化炭素 CO2 の定量）
23. 塩の加水分解定数Kh と pH

24. 緩衝液と pH, 緩衝作用の原理, 血液の重炭酸緩衝系
25. 2価の酸（硫酸 H2SO4 と炭酸 H2CO3）の電離平衡と pH

26. pH指示薬の原理
27. 炭酸ナトリウム Na2CO3 と炭酸水素ナトリウム NaHCO3 の電離平衡と pH

28. リン酸 H3PO4 の電離平衡と pH, NaOH 水溶液による滴定曲線
29. 二段滴定 3パターン（Na2CO3, NaOH+Na2CO3, Na2CO3+NaHCO3）
30. 分配平衡と分配係数Kd

31. 難溶性塩の溶解平衡, 溶解度積と沈殿の生成判定
32. 分別沈殿と沈殿滴定（モール法）
33. 溶解平衡と錯イオン形成による沈殿の再溶解
34. 硫化水素の 2段階電離と硫化物沈殿生成 pH
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理論化学 (物質の反応)：酸化還元反応・電池・電気分解　 ( https://examist.jp/category/chemistry/reaction2/ )

1. 酸化・還元の定義と酸化数
2. 酸化剤と還元剤, 酸化還元反応式, 酸化力の強さ比較
3. 酸化還元反応の量的関係
4. 酸化還元滴定（過マンガン酸塩滴定）
5. ヨウ素還元滴定（ヨードメトリー）
6. ヨウ素酸化滴定（ヨージメトリー）
7. 化学的酸素要求量（COD）測定
8. 溶存酸素（DO）測定（ウィンクラー法）
9. 金属のイオン化列と反応性, トタンとブリキ, イオン化傾向とイオン化エネルギーの関係
10. 電池の原理とダニエル電池, 様々な実用電池
11. 代表的な実用一次電池（乾電池, 酸化銀電池, 空気亜鉛電池）
12. 鉛蓄電池, 電池の反応の量的関係
13. 燃料電池（リン酸型, アルカリ型, 固体高分子形）
14. ニッケル・カドミウム電池とニッケル・水素電池
15. リチウム電池とリチウムイオン電池
16. バナジウムレドックスフロー電池
17. 標準電極電位と電池の起電力, ネルンストの式と濃淡電池
18. 電気分解の原理, 電極で起こる反応の優先順位
19. 電気分解の量的関係（直列電解と並列電解）
20. 銅 Cu の電解精錬
21. 溶融塩電解（ナトリウム Na, アルミニウム Al の精錬）
22. イオン交換膜法（NaOH の工業的製法）と電気透析法

無機化学（化学反応の原理）　 ( https://examist.jp/category/chemistry/reaction-principle/ )

1. 酸と塩基の中和反応
2. 酸化物の分類, 酸化物と水の反応
3. 酸化物の分類, 酸化物の中和反応
4. 強酸（強塩基）による弱酸（弱塩基）の遊離反応
5. 揮発性酸の遊離反応
6. 沈殿生成反応
7. 酸化数の決め方, 酸化還元反応, 酸化剤と還元剤
8. 錯イオンの配位子・配位数・立体構造・名称, 錯イオン形成反応, 錯体の立体異性体
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無機化学（非金属元素）　 ( https://examist.jp/category/chemistry/nonmetal/ )

1. 気体発生の反応原理
2. 気体の実験的製法と反応原理（非金属元素最重要事項）
3. 気体の発生装置, キップの装置の仕組み
4. 気体の性質（色・臭い・水溶性・捕集法・毒性・乾燥法・酸化還元性・検出法）
5. 水素（1族）とその化合物
6. 貴ガス（18族）（ヘリウム, ネオン, アルゴン, キセノン, クリプトン）
7. ハロゲン（17族）（フッ素, 塩素, 臭素, ヨウ素）
8. ハロゲン（17族）の化合物（フッ化水素, 塩化水素, 次亜塩素酸）
9. 酸素（16族）とその化合物（オゾン, 酸化物, オキソ酸）
10. 硫黄（16族）とその化合物（硫化水素, 二酸化硫黄, 硫酸）
11. 窒素（15族）とその化合物（アンモニア, 一酸化窒素, 二酸化窒素, 硝酸）
12. リン（15族）とその化合物（十酸化四リン, リン酸, 過リン酸石灰）
13. 炭素（14族）とその化合物（一酸化炭素, 二酸化炭素）
14. ケイ素（14族）とその化合物（二酸化ケイ素, 炭化ケイ素, シリカゲル）, 窯業

無機化学（金属元素）　 ( https://examist.jp/category/chemistry/metal/ )

1. アルカリ金属（Li, Na, K, Rb, Cs）とその化合物（NaOH, KOH, Na2CO3, NaHCO3）
2. アルカリ土類金属（Be, Mg, Ca, Sr, Ba）とその化合物
3. 両性金属（Al, Zn, Sn, Pb）とその化合物, アルミニウムの製法
4. 遷移元素（周期表 3～12族）の一般的性質
5. 鉄 Fe・コバルト Co・ニッケル Ni とその化合物, 鉄の製法と腐食
6. 銅 Cu・銀 Ag・金 Au（11族）とその化合物
7. クロム Cr・マンガン Mn とその化合物
8. その他の重要な遷移元素, 合金と試薬の保存方法まとめ
9. 金属イオンの沈殿（無機化学 金属元素 最重要事項）
10. 金属イオンの系統分析

〈 目次に戻る 〉

45

https://examist.jp/category/chemistry/nonmetal/
https://examist.jp/category/chemistry/metal/


有機化学（脂肪族化合物）　 ( https://examist.jp/category/chemistry/aliphatic/ )

1. 有機化合物の表現（構造式・示性式・分子式・組成式）と代表的な官能基
2. 有機化合物の立体構造と炭素原子間の結合距離
3. 有機化合物（炭化水素）の名称と命名規則
4. 異性体（構造異性体・幾何異性体・光学異性体）
5. 炭化水素の分類（鎖式と環式, 飽和と不飽和）
6. アルカン CnH2n+2

7. アルケンとシクロアルカン CnH2n

8. メタン CH4（最も基本的なアルカン）
9. エチレン C2H4（最も基本的なアルケン）
10. アルキン CnH2n−2 とアセチレン C2H2（最も基本的なアルキン）
11. アルコールとエーテル CnH2n+2O

12. メタノール CH3OH とエタノール C2H5OH の違い
13. アルデヒドとケトン CnH2nO, 銀鏡反応・フェーリング反応・ヨードホルム反応
14. ホルムアルデヒド HCHO, アセトアルデヒド CH3CHO, アセトン CH3COCH3

15. カルボン酸　 R–COOH

16. ギ酸 HCOOH, 酢酸 CH3COOH, マレイン酸とフマル酸 C2H2(COOH)2

17. エステル　 R–COO–R′, アセチル化・けん化
18. 油脂, セッケンと合成洗剤, けん化価とヨウ素価
19. 成分元素の検出と元素分析, 組成式の決定
20. 脂肪族化合物の構造決定

有機化学（芳香族化合物）　 ( https://examist.jp/category/chemistry/aromatic/ )

1. ベンゼン C6H6

2. 位置異性体（ベンゼンの置換体）とトルエンのニトロ化
3. フェノール類の性質と反応
4. フェノール C6H5OH の性質と 4大製法
5. 芳香族カルボン酸（安息香酸, フタル酸）
6. サリチル酸 C6H4(OH)COOH（C7H6O3）
7. アニリン C6H5NH2 と酸化・アセチル化・ジアゾ化・ジアゾカップリング
8. 芳香族化合物の系統分離
9. 6,6 –ナイロンとポリエチレンテレフタラート (PET)

10. ベンゼン環の酸化開裂（無水マレイン酸と無水フタル酸の生成）
11. 芳香族化合物の構造決定問題演習
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天然高分子化合物　 ( https://examist.jp/category/chemistry/natural-polymer/ )

1. 高分子化合物の分類, 構造, 重合の種類, 性質, 平均分子量の測定
2. 単糖類 C6H12O6（グルコース, フルクトース, ガラクトース）とその性質・分類・立体構造・異性体
3. 二糖類（C12H22O11）（マルトース, スクロース, セロビオース, ラクトース, トレハロース）
4. デンプン（多糖類）の加水分解, アミロースとアミロペクチン
5. アミロペクチンの枝分かれの数の推定
6. デンプンとセルロースの比較, 天然繊維と化学繊維
7. 代表的な α –アミノ酸の特徴と性質, シスチンとその立体異性体
8. アミノ酸の電離平衡と等電点と電気泳動, グリシン陽イオンの二段階中和
9. ペプチドとその異性体, グルタチオン
10. タンパク質の分類, 高次構造, 性質, 検出, 毛髪パーマの原理
11. ペプチドの構造決定問題演習
12. ケルダール法による粗タンパク質の定量
13. 酵素反応の仕組み, 最適温度と最適 pH

14. 酵素反応速度論（ミカエリス・メンテンの式）
15. 核酸（DNAと RNAの違い）, DNAの構造と役割（タンパク質の合成）
16. 呼吸と代謝, ATPの構造とはたらき

合成高分子化合物　 ( https://examist.jp/category/chemistry/synthetic-polymer/ )

1. 合成繊維（ナイロン・アラミド・ポリエステル・アクリル）
2. 日本初の合成繊維：ビニロンの製法と性質
3. 熱可塑性樹脂（ポリエチレン・ポリプロピレン・ポリ酢酸ビニル・ポリ塩化ビニル・アクリル樹脂・フッ素樹脂など）
4. 熱硬化性樹脂（フェノール樹脂・尿素樹脂・メラミン樹脂・アルキド樹脂・シリコーン樹脂）
5. 機能性高分子化合物（吸水性高分子・生分解性高分子・感光性高分子・導電性高分子）とプラスチックのリサイクル
6. イオン交換樹脂とアミノ酸の分離
7. 天然ゴムと合成ゴム（IR・BR・CR・SBR・NBR・フッ素ゴム・シリコーンゴム）
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